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謹謹謹謹謹謹謹謹謹謹謹
賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀
新新新新新新新新新新
賀
新
年年年年年年年年年年年

新年あけましておめでとうございます。皆様には健やかに新春をお

迎えのことと心からお喜び申し上げます。また、日頃より市政に対し多

大なるご理解ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

平成１８年３月の合併により誕生したみどり市は、各地域が今まで

培ってきた伝統文化、産業、観光、人材などの融合により、魅力に富ん

だ美しい地域としてその名を徐々に全国へ広めております。また、昨年

は「市民憲章」「市の花・木・鳥」も制定され、笠懸町・大間々町・東

町の皆様が一体となり新市建設計画にかかげた「輝くひと 輝くみどり

豊かな生活創造都市」にむけ着実に歩を進めていると確信いたす次第

です。

昨年から創設された「みどり市ブランド」の品々も32点となりまし

た。みどり市がおすすめする自慢の逸品として市内はもとより全国に向

け販売し、ご自宅用また贈答品として大変好評を得ております。

未来ある子どもたちに、安心して暮らせるより良い地域を引き継ぐた

め、これからも市民の皆様と行政が協働で「みどり市」を慈しみ育て、

さらに魅力ある都市へと発展して参りたいと思います。
ま ち

今後とも皆様のご指導ご協力を賜りますようお願いいたしますととも

に、皆様方のますますのご多幸を祈念申し上げまして、新年のごあいさ

つといたします。

み ど り 市 長 石 原 条
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九九九九九九九九九九
年年年年年年年年年年

年年年年年年年年年年
頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭
のののののののののの
ごごごごごごごごごご
ああああああああああ
いいいいいいいいいい
ささささささささささ

二
〇
〇
九
年

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つつつつつつつつつつつ

みどり市民の皆様に謹んで新春のお喜びを申し上げます。

新生みどり市も今年で３回目の正月を迎えたことになります。まだま

だ多くの問題を抱え、苦悩を重ねているところでありますが、お陰様で

合併による行政の大転換という試練を少しずつ克服し、県下12番目の市

としてのあゆみを始めています。これも市民の皆様の暖かいご理解と協

力の賜と深く感謝申し上げます。

戦後、民主主義国の仲間入りをし、我が国経済は世界も驚く程の急成

長を遂げ、ジャパンアズナンバーワンといわれたこともありましたが、

経済成長の終焉、バブルの崩壊、少子高齢化時代の到来等々によって大

きな時代の転換点にあります。成長と拡大の路線から、縮小と調整の時

代に移行しています。頑張って質と量を増やすことに力点をおいた時代

から、選択と調整により、これからの時代に如何につなげるかという知

恵が必要とされる時代になってきました。みどり市が誕生した合併もそ

うした時代の責任を担って行われました。市民の皆様にはこの合併の過

程を通じて、不都合、ご不満を生じさせたことと思われますが、長い目

でみてのご理解と適時適切な叱咤激励をいただけますよう今後ともお願

い申し上げます。

加えて今日世界経済の動向は深刻な様相を呈してきています。こうし

た中で、みどり市議会も議論を通じ市と市民の生活と将来の為に確かな

役割が果たせますよう改めてお誓い申し上げます。

みどり市議会議長 藤生 英喜



2009年（平成21年） 1月号 (4)

申
告
を
お
忘
れ
な
く

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

は
、
申
告
期
間
中
に
市
役
所
各
庁
舎

で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
ま
せ
ん
と
、
児
童
手

当
・
保
育
園
入
所
・
幼
稚
園
補
助

金
・
公
営
住
宅
の
入
居
や
事
業
資
金

の
融
資
な
ど
の
申
請
に
必
要
な
諸
証

明
書
が
発
行
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
な

ど
が
適
正
に
賦
課
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
が
不
要
な
人

市
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成

年
21

１
月
１
日
現
在
で
本
市
に
住
ん
で
い

る
人
が
対
象
で
す
が
、
次
に
該
当
す

る
人
は
、
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

①
税
務
署
へ
確
定
申
告
書
を
提
出
す

る
人

②
平
成

年
中
の
収
入
が
給
与
収
入

20

だ
け
で
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払

報
告
書
が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る

人
（
不
明
な
人
は
、
勤
務
先
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
）

③
前
記
②
の
控
除
対
象
配
偶
者
・
扶

養
に
な
っ
て
い
る
人
（
た
だ
し
、

所
得
証
明
書
な
ど
が
必
要
な
場
合

は
、
申
告
が
必
要
で
す
）

④
専
従
者
給
与
収
入
だ
け
で
、
給
与

支
払
報
告
書
が
市
に
提
出
さ
れ
て

い
る
人

⑤
年
齢

歳
以
上
（
昭
和

年
１
月

65

19

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、

平
成

年
中
の
収
入
が
公
的
年
金

20

だ
け
で
あ
り
、
そ
の
年
間
総
支
払

額
が
１
４
８
万
円
以
下
の
人

市
県
民
税
申
告
書
の
配
布

２
月
上
旬
に
、
前
年
に
市
県
民
税

の
申
告
を
し
た
人
な
ど
に
郵
送
し
ま

す
。申

告
が
必
要
な
人
で
申
告
書
が
届

か
な
い
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
税

務
課
ま
で
連
絡
す
る
か
、
申
告
受
付

期
間
内
に
直
接
会
場
ま
で
申
告
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

申
告
時
に
必
要
な
物

①
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
物
）

②
申
告
書
（
事
前
に
郵
送
し
ま
す

が
、
届
か
な
い
場
合
は
各
庁
舎
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
）

③
平
成

年
分
源
泉
徴
収
票
（
年

20

金
・
恩
給
を
含
む
）
か
、
事
業
所

が
発
行
す
る
賃
金
支
払
証
明
書

（
コ
ピ
ー
は
不
可
。
年
金
の
場
合

は
、
支
払
通
知
書
と
間
違
え
な
い

よ
う
に
）

④
事
業
（
営
業
・
不
動
産
・
農
業
）

収
入
が
あ
る
人
は
、
収
支
内
訳
書

（
作
成
済
）
と
そ
の
ほ
か
の
帳
簿

類
⑤
平
成

年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保

20

険
料
・
個
人
年
金
保
険
料
や
地
震

保
険
料
な
ど
の
各
種
所
得
控
除
の

た
め
の
領
収
書
・
証
明
書

⑥
平
成

年
中
に
支
払
っ
た
国
民
健

20

康
保
険
税
、
国
民
年
金
保
険
料
、

小
規
模
企
業
共
済
掛
金
の
領
収
書

ま
た
は
控
除
証
明
書

⑦
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

人
は
、
平
成

年
中
に
支
払
っ
た

20

領
収
書
と
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
た
金
額
の
分
か
る
物
（
合
計
金

額
を
計
算
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
の
明
細
書
は
各
庁
舎
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
）

⑧
障
害
者
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

人
は
、
そ
の
手
帳
ま
た
は
証
明
書

⑨
所
得
税
が
還
付
に
な
る
人
は
、
申

告
者
名
義
の
銀
行
口
座
（
銀
行

名
・
支
店
名
・
当
座
普
通
別
・
口

座
番
号
）
の
分
か
る
物

ａ

必
要
な
書
類
は
、
必
ず
忘
れ
ず

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
書
類
が
そ

ろ
っ
て
い
ま
せ
ん
と
申
告
が
で
き

ま
せ
ん
。

ｂ

医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
人
は
、
医
療
費
の
明
細
書
（
１

月
上
旬
に
隣
組
経
由
で
配
布
）
に

医
療
を
受
け
た
人
、
続
柄
、
病
院

名
、
支
払
っ
た
医
療
費
な
ど
を
ま

と
め
て
計
算
し
て
、
記
入
し
て
き

て
く
だ
さ
い
。

桐
生
税
務
署
で
申
告
を

次
の
①
～
⑤
に
該
当
す
る
場
合

は
、
市
の
申
告
会
場
で
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
桐
生
税
務
署
で

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
青
色
申
告
（
営
業
所
得
・
農
業
所

得
・
不
動
産
所
得
な
ど
）

②
分
離
譲
渡
所
得
（
株
・
土
地
建

物
・
先
物
取
引
な
ど
）

③
外
国
人

④
過
年
度

⑤
消
費
税

※
た
だ
し
、
記
入
済
み
で
完
成
し
て

い
る
場
合
は
、
申
告
会
場
に
お
い

て
書
類
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

２
月

日

～
３
月

日

16

(月)

16

(月)

市市
県
民
税
、
所
得
税
の
申
告
期
間
で

市
県
民
税
、
所
得
税
の
申
告
期
間
で
すす

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

市
県
民
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
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税税の申告はお早めに税の申告はお早めに！！

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い
て

税
源
移
譲
に
伴
い
、
所
得
税
か
ら

控
除
し
き
れ
な
い
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

が
あ
る
人
は
、
「
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
申
告
書
」
を
提
出
す
る

こ
と
で
、
平
成

年
度
市
県
民
税
の

21

所
得
割
額
を
減
額
で
き
ま
す
。

■
対
象

①
平
成

年
か
ら
平
成

年
ま
で
に

11

18

入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
を
受
け
て
い
る
人

②
平
成

年
分
の
給
与
所
得
の
源
泉

20

徴
収
票
の
摘
要
欄
に
「
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
可
能
額
」
が
記
載

さ
れ
、
こ
の
金
額
が
源
泉
徴
収
票

中
段
右
部
の
「
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
の
額
」
よ
り
も
大
き
い
人

■
提
出
先

確
定
申
告
を
す
る
人
は
、
確
定
申

告
書
と
併
せ
て
税
務
署
へ
。

年
末
調
整
の
み
の
人
は
、
市
役
所

（
平
成

年
１
月
１
日
に
在
住
し

21

て
い
た
）
各
庁
舎
申
告
会
場
へ
。

■
必
要
な
物

【
確
定
申
告
を
す
る
人
】

煙
添
付
書
類
は
不
要

煙
居
住
開
始
年
月
日
（
申
告
書
に
記

入
す
る
事
項
が
あ
り
ま
す
）

煙
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
物
）

【
年
末
調
整
の
み
の
人
】

煙
源
泉
徴
収
票
（
コ
ピ
ー
は
不
可
）

煙
居
住
開
始
年
月
日
（
申
告
書
に
記

入
す
る
事
項
が
あ
り
ま
す
）

市県民税の申告受付日程表

大間々町東町笠懸町地区

大間々庁舎地下第５会議室東庁舎１階待合ロビー笠懸庁舎２階第２会議室会場

午前８時45分～午後４時 ※この時間内に受付をしてください。時間

大間々第１～８区住民

荻原地区住民還付申告者２／16(月)

期
日
・
対
象
者

沢入①《注》・草木地区住民還付申告者２／17(火)

神戸地区住民年金所得者（笠懸第１～４区）２／18(水)

花輪２区住民年金所得者（笠懸第５～７区）２／19(木)

小夜戸地区住民年金所得者（笠懸第８～10区）２／20(金)

花輪３区住民笠懸第１区住民２／23(月)

沢入②《注》地区住民笠懸第２区住民２／24(火)

大間々第９～12区住民

小中・座間地区住民笠懸第３区住民２／25(水)

花輪１区住民笠懸第４区住民２／26(木)

申告の済んでいない人

笠懸第５区住民２／27(金)

笠懸第６区住民３／２(月)

大間々第13～17区住民

笠懸第７区住民３／３(火)

笠懸第８区住民３／４(水)

笠懸第９区住民３／５(木)

笠懸第10区住民３／６(金)

営業者３／９(月)

申告の済んでいない人

３／10(火)

３／11(水)

申告の済んでいない人

３／12(木)

３／13(金)

３／16(月)

《注》１．東町の対象者中、沢入①は渡良瀬川の西側地域（東宮地区除く）、沢入②は渡良瀬川の東側地域およ

び東宮地区です。

２．受付番号順にご案内しますが、昼食時には職員交代のため、対応人数が少なくなります。

煙
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
物
）

ａ

対
象
の
人
で
こ
の
申
告
に
該
当

す
る
場
合
は
、
必
ず
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。
申
告
を
し
な
い
と
市

県
民
税
は
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。

ｂ

平
成

年
以
降
も
該
当
す
る
人

21

は
、
来
年
以
降
も
同
様
な
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ｃ

平
成

年
・

年
中
に
入
居
し

19

20

た
人
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

給
与
収
入
の
み
の
人
で
年
末
調

整
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
全
額
控

除
で
き
な
か
っ
た
人
は
、
次
の
日

程
・
会
場
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
期
日
・
会
場

①
２
月

日
牙

市
役
所
笠
懸
庁

12

舎
２
階
第
２
会
議
室

②
２
月

日
画

市
役
所
大
間
々

13

庁
舎
地
下
第
５
会
議
室

■
受
付
時
間
（
①
②
共
通
）

午
前
９
時
～

時
、

11

午
後
１
時
～
４
時

煙

確
定
申
告
期
間
中
は
、
確
定

申
告
者
で
混
雑
し
ま
す
の
で
、

こ
の
期
日
に
申
告
す
る
よ
う
都

合
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

煙

こ
の
期
日
で
は
都
合
が
悪
く

申
告
が
で
き
な
い
人
は
、
確
定

申
告
期
間
中
に
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
申
告
受
付
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個
人
住
民
税
の
寄
附
金

制
度
が
変
わ
り
ま
す

■
主
な
改
正
点

①
税
額
控
除
に
な
り
ま
す
。

②
寄
附
金
額
か
ら
５
千
円
を

差
し
引
い
た
金
額
が
控
除

に
な
り
ま
す
。

③
自
治
体
へ
の
寄
附
金
（
ふ

る
さ
と
納
税
）
は
、
特
例

控
除
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。

■
対
象
と
な
る
寄
附
金
（
寄

附
先
）

下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

控
除
の
計
算
式
と
併
せ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
控
除
を
受
け
る
に
は
、
申

告
の
手
続
き
が
必
要
で
す

平
成

年
１
月
１
日
以
降

20

の
寄
附
金
が
対
象
で
す
。

寄
附
金
の
証
明
書
類
を

持
っ
て
確
定
申
告
や
市
県

民
税
の
申
告
と
併
せ
て
手

続
き
が
必
要
で
す
。

市
県
民
税
の
申
告
書
は

郵
送
で
も
提
出
で
き
ま
す

申
告
書
の
「
氏
名
」
欄
の
押
印
と

「
電
話
」
欄
に
連
絡
先
電
話
番
号

の
記
入
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

■
期
間

２
月

日
俄
～
３
月

日

16

16

俄
（
当
日
消
印
有
効
）

■
郵
送
先

衣
３
７
９
倆
２
３
９
５

み
ど
り
市
笠
懸
町
鹿
２
９
５
２

み
ど
り
市
税
務
課
市
民
税
係
あ
て

《
問
い
合
わ
せ
先
》

税
務
課
市
民
税
係
（
笠
懸
庁
舎
）

緯

０
９
６
４

(76)

＊条例で指定されていない団体への寄附は控除の対象となりません。

（みどり市における条例指定団体については、２月号の広報に掲載予定です）

特例控除基本控除寄附金の種類

（寄附金額－5,000円）

×（90％－寄附者に適

用される所得税の税

率）の税額控除

（寄附金額－5,000円）×10％

（課税所得金額の30％以内）

①ふるさと納税

（都道府県・市区町

村への寄附金）

ありません
（寄附金額－5,000円）×10％

（課税所得金額の30％以内）

②共同募金・日本赤

十字への寄附金

ありません

群馬県指定は（寄附金額－5,000円）×４％

みどり指定は（寄附金額－5,000円）×６％

両方の指定で（寄附金額－5,000円）×10％

③群馬県条例指定・

みどり市条例指定

団体への寄附金

恭所得税還付申告の説明会を開催します

年金所得・給与所得の還付申告説明会を開催します。

説明（各２時間）を受けながら申告書を作成しま

す。受付時間終了後の途中入場はできませんのでご注

意ください。必ず受付時間内に入場してください。

●期日 ２月３日峨

●会場 笠懸公民館 １階 交流ホール

●時間

①年金所得者説明会

（公的年金以外の収入がある人は対応できません）

受付時間 午前９時～９時30分

②給与所得のみで医療費控除を受ける人

（所得が年末調整済みで１カ所からの給与所得のみ）

受付時間 午後１時～１時30分

※詳しくは、１月上旬に配布する「桐生税務署からの

お知らせ」をご覧ください。

恭確定申告期の税務署の閉庁日対応

申告書用紙の配布、申告相談および申告書の収受な

どを行います。

●対応日 ２月22日蚊、３月１日蚊

●時間 午前９時～11時30分、午後１時～４時

●税務署ごとの申告会場

前橋税務署…前橋プラザ元気21

（前橋市本町２崖12崖１）緯027(224)4371

高崎税務署…ビエント高崎（高崎市問屋町２崖７）

緯027(322)4711

恭所得税・消費税の確定申告書の送付

所得税・消費税の確定申告が必要と思われる納税者

の人に対して、１月28日我ごろ送付する予定です。

恭電子申告税・納税システム(e崖Tax)を
ご利用ください

自宅や事務所からインターネットを利用して所得税

などの申告、申請・届出などができますので、税務署

に出かける必要がありません。

※e-Taxホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）

をご覧ください。不明な点はヘルプデスク〈緯0570

崖015901 利用時間：月～金曜日（祝日を除く）午

前９時～午後５時〉へお問い合わせください。

恭国税庁ホームページで確定申告書が
作成できます

国税庁ホームページには、24時間いつでも所得税・

消費税の確定申告書や青色決算書などが作成できる

「確定申告書等作成コーナー」を掲載しています。

自宅のプリンターで印刷すれば、その場で確定申告

書が出来上がり。必要書類を同封して郵送するだけで

済みますのでお手軽です。

このほか、振替納税の手続きのご案内など、充実し

た内容となっています。

《国税庁ホームページ》http://www.nta.go.jp
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会

社

や

工

場
、
商
店
な
ど

の
事
業
を
行
っ

て
い
る
人
で
、

事
業
用
償
却
資

産
（
構
築
物
、

機

械
、
備

品
、

そ
の
ほ
か
）
を

所
有
し
て
い
る
場
合
、
地
方
税
法
の

規
定
に
よ
り
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

所
有
状
況
を
申
告
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
申
告
内
容
】

償
却
資
産
の
種
類
、
名
称
、
数

量
、
取
得
年
月
、
取
得
価
額
、
耐

用
年
数
な
ど

【
申
告
方
法
】

前
年
申
告
さ
れ
た
人
に
は
申
告
書

を

月
中
に
お
送
り
し
ま
し
た
の

12
で
、
平
成

年
中
の
資
産
の
増
加

20

や
減
少
し
た
も
の
を
記
入
し
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

※
税
制
改
正
に
よ
り
機
械
お
よ
び
装

置
の
耐
用
年
数
が
大
幅
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
資
産
の
増
減
が
無
い

場
合
も
、
必
ず
耐
用
年
数
を
確

認
・
訂
正
の
う
え
申
告
書
・
種
類

別
明
細
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

★
申
告
書
が
送
付
さ
れ
て
い
な
い
人

○問い合わせ先

桐生税務署 個人課税 第一部門

緯(22)3121（代表）

税務署からのお知らせ

で
も
、
法
人
税
法
ま
た
は
所
得
税

法
に
お
け
る
所
得
算
定
上
、
減
価

償
却
費
を
損
金
ま
た
は
経
費
に
算

入
し
て
い
る
人
は
申
告
が
必
要
で

す
。

（
注
）
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る

土
地
・
家
屋
ま
た
は
自
動
車

税
の
対
象
と
な
る
車
は
対
象

外
で
す
。

★
初
め
て
申
告
す
る
人
で
申
告
書
が

必
要
な
場
合
は
、
税
務
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
申
告
期
限
】
１
月

日
画

23

※
法
定
期
限
は
１
月
末
で
す
が
、
期

限
間
近
は
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の

で
早
め
の
提
出
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
申
告
場
所
】
税
務
課
（
笠
懸
庁
舎
）

大
間
々
・
東
各
庁
舎
の
総
務
課

【
問
い
合
わ
せ
先
】
税
務
課
資
産
税

係
（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
６
４

(76)

償
却
資
産
の
申
告
は
１
月

日
ま
で
に

23

～
耐
用
年
数
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
～

【
相
続
人
代
表
者
指
定
届
】
と
は

納
税
義
務
者
（
土
地
・
家
屋
の
所

有
者
な
ど
）
が
亡
く
な
ら
れ
る
と
、

相
続
人
は
相
続
登
記
の
手
続
き
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
相
続
人
代
表
者
指
定
届
」
は
、

相
続
登
記
が
終
わ
る
ま
で
の
間
、
亡

く
な
ら
れ
た
納
税
義
務
者
に
代
わ

り
、
相
続
人
を
代
表
し
て
市
税
全
般

に
係
る
納
税
通
知
書
お
よ
び
納
付
書

の
受
領
を
は
じ
め
と
す
る
一
切
の
権

利
を
有
す
る
《
相
続
人
代
表
者
》
を

届
け
出
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

【
手
続
方
法
】

通
常
、
税
務
課
か
ら
「
相
続
人
代

表
者
指
定
届
」
を
お
送
り
す
る
か

窓
口
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
の
で

記
入
・
押
印
の
上
、
返
送
く
だ
さ

い
。

も
し
送
付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
「
相
続
人
代
表
者
指
定
届
」
の
提

出
に
よ
っ
て
、
相
続
登
記
を
し
た

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

★
相
続
す
る
物
件
の
中
に
未
登
記
の

家
屋
が
あ
る
場
合
に
は
、
別
途

「
未
登
録
家
屋
名
義
人
変
更
届
」

を
提
出
し
て
、
所
有
者
名
の
変
更

を
お
願
い
し
ま
す
。

添
付
書
類
と
し
て
、
印
鑑
証
明
、

譲
渡
証
明
（
売
買
契
約
書
）
、
遺

産
分
割
協
議
書
（
同
意
書
）
な
ど

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
届
出
場
所
】
税
務
課
（
笠
懸
庁
舎
）

大
間
々
・
東
各
庁
舎
の
総
務
課

【
問
い
合
わ
せ
先
】
税
務
課
資
産
税

係
（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
６
４

(76)

土
地
・
家
屋
の
所
有
者
な
ど

納
税
義
務
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は

「
相
続
人
代
表
者
指
定
届
」
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

税税の申告はお早めに税の申告はお早めに！！
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老
齢
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、

１
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

か
ら
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
源
泉
徴
収
票
に
は
、
昨
年
の
１
月
か
ら
の
１
年
間
に

支
払
わ
れ
た
年
金
額
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額
、
控
除
の
内

容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
介
護
保
険
料
な
ど
が
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ

て
い
る
場
合
の
源
泉
徴
収
税
額
は
、
支
払
わ
れ
た
年
金
額
か

ら
介
護
保
険
料
額
な
ど
を
控
除
し
た
後
の
金
額
で
計
算
さ
れ

て
い
ま
す
。
年
金
の
ほ
か
に
収
入
が
あ
る
な
ど
の
理
由
で
確

定
申
告
を
す
る
人
は
、
申
告
手
続
き
を
す
る
際
に
、
こ
の
源

泉
徴
収
票
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

も
し
、
１
月
末
ま
で
に
源
泉
徴
収
票
が
届
か
な
い
場
合
や

紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
年
金
証
書
を
持
参
の
上
、

住
所
地
を
管
轄
す
る
社
会
保
険
事
務
所
で
、
再
発
行
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
に
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ

ん
の
で
、
こ
れ
ら
を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
、
源
泉
徴
収
票

は
送
ら
れ
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

煙
群
馬
社
会
保
険
事
務
局
桐
生
事
務
所

国
民
年
金
課

緯

２
３
１
２

(44)

煙
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

緯
０
５
７
０

１
１
６
５

(05)

国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民
年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金
のののののののののの
おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

民
年
金
の
お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

み

ど

り

市

「
桐
生
大
学
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ
」
の
玄
関
用

マ
ッ
ト
の
ス
ポ

ン
サ
ー
を
１
月

５
日
俄
か
ら
募

集
し
ま
す
。
お
店
の
宣
伝
や
自
社
Ｐ

Ｒ
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

業
種
や
広
告
内
容
に
よ
り
掲
載
で

き
な
い
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
事
業
の
し
く
み

煙
こ
の
広
告
事
業
は
、
広
告
主
に
提

供
い
た
だ
く
マ
ッ
ト
の
製
作
か
ら

設
置
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
に
要

す
る
す
べ
て
の
費
用
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

煙
市
と
し
て
広
告
料
は
い
た
だ
き
ま

せ
ん
。

煙
マ
ッ
ト
の
製
作
・
設
置
・
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
お
よ
び
撤
去
は
、
ダ
ス
キ

ン
渡
良
瀬
が
行
い
ま
す
。

煙
契
約
は
、
広
告
主
・
ダ
ス
キ
ン
渡

良
瀬
・
み
ど
り
市
と
の
３
者
契
約

市
で
不
用
に
な
っ
た
バ

ス
を
入
札
で
売
却
し
ま

す
。
購
入
希
望
者
は
、
配

付
す
る
入
札
説
明
書
の
内

容
を
ご
確
認
の
上
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
売
却
物
品

人
乗
り
バ
ス
《
い
す
ず
ジ
ャ
ー
ニ
ー
Ｋ
》

42
※
国
民
宿
舎
サ
ン
レ
イ
ク
草
木
で
送
迎
用
に
使

用
し
た
も
の
。
平
成
２
年
５
月
初
度
登
録
。

◆
申
込
方
法

所
定
の
申
込
書
に
必
要
書
類
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間

１
月
５
日
俄
～

日
我

28

◆
申
込
書
な
ど
の
配
布

申
込
期
間
中
に
入
札

申
込
書
・
入
札
説
明
書
な
ど
の
必
要
書
類
を

財
政
課
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

◆
参
加
資
格

群
馬
県
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人
、
ま
た

は
群
馬
県
内
に
本
社
を
置
く
法
人

◆
入
札
日
時
・
場
所

【
日
時
】
１
月

日
画

午
後
２
時
～

30

【
場
所
】
市
役
所
笠
懸
庁
舎
第
２
会
議
室

◆
売
却
物
品
の
公
開

申
込
期
間
中
に
所
定
の

場
所
で
公
開
し
ま
す
の
で
、
物
品
を
よ
く
確

認
し
て
入
札
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
し
ま
す

売
却
し
ま
す

玄
関
マ
ッ
ト

／

自
動
販
売
機

大
型
バ
ス

／

市
有
地

申し込み・

問い合わせ先

財政課管財係

（笠懸庁舎）

緯（76）0963

に
な
り
ま
す
。

◆
設
置
場
所

み
ど
り
市
「
桐
生
大

学
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
正
面
玄
関

◆
設
置
期
間

設
置
日
よ
り
３
年
間

◆
玄
関
マ
ッ
ト
の
規
格
・
枚
数

２
０
０
唖×
３
７
０
唖×

１
枚

※
費
用
な
ど
に
関
し
て
は
ダ
ス
キ
ン

渡
良
瀬
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
諸
条
件

煙
広
告
企
業
に
つ
い
て
は
、
「
み
ど

り
市
広
告
掲
載
要
綱
」
お
よ
び

「
み
ど
り
市
広
告
掲
載
基
準
」
の

規
定
を
満
た
す
企
業
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

煙
出
生
・
死
亡
・
婚
姻
・
離
婚
な
ど

に
か
か
わ
る
業
種
、
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
ス
ポ
ン
サ
ー
を
除
く
教
育

関
連
業
種
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
財
政
課
管
財
係
の
ほ
か
、

ダ
ス
キ
ン
渡
良
瀬
（
大
間
々
町
高

津
戸
５
３
０
）
緯

１
２
２
１
で

(72)

も
応
じ
ま
す
。

興

玄
関
マ
ッ
ト
の
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集
し
ま
す

興

興

大
型
バ
ス
を
売
却
し
ま
す

興

大間々庁舎の玄関マッ大間々庁舎の玄関マットト

売却予定のバ売却予定のバスス
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国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む

歳
以
上

歳
未
満
の
す
べ

20

60

て
の
人
が
加
入
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。
被
保
険
者
は
、

次
の
よ
う
な
機
会
ご
と
に
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

興
第
１
号
被
保
険
者

（
自
営
業
者
、
学
生
な
ど
）

煙
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
す
る

→
本
人
の
勤
務
す
る
事
業
所
が
社
会
保
険
事
務
所
へ
届
け

出
し
ま
す
。

煙
結
婚
、
配
偶
者
の
就
職
、
本
人
の
収
入
減
な
ど
に
よ
り
、

第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た

→
配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
へ
提
出
し
ま
す
。
事
業
所

が
社
会
保
険
事
務
所
へ
届
け
出
し
ま
す
。

興
第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
、
公
務
員
な
ど
）

煙
退
職
し
た

→
本
人
が
市
町
村
国
民
年
金
担
当
係
へ
届
け
出
し
ま
す
。

煙
退
職
し
て
、
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と

な
っ
た

→
配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
へ
提
出
す
る
と
、
事
業
所

が
社
会
保
険
事
務
所
へ
届
け
出
し
ま
す
。

興
第
３
号
被
保
険
者
（
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
）

煙
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
し
た
と
き

→
本
人
の
勤
務
す
る
事
業
所
が
社
会
保
険
事
務
所
へ
届
け

出
し
ま
す
。

煙
本
人
の
収
入
増
、
配
偶
者
の
退
職
、
離
婚
な
ど
に
よ
り
、

配
偶
者
の
扶
養
で
な
く
な
っ
た
と
き

→
本
人
が
市
町
村
国
民
年
金
担
当
係
へ
届
け
出
し
ま
す
。

必
要
な
届
け
出
を
せ
ず
に
お
く
と
、
将
来
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

群
馬
社
会
保
険
事
務
局
桐
生
事
務
所

国
民
年
金
課

緯

２
３
１
２

(44)

こ
ん
な
と
き
に
こ
ん
な
届
け
出
が
必
要
で
す

市
有
施
設
自
動
販
売
機
の
設
置
事

業
者
を
公
募
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

公
募
へ
の
応
募
要
件
、
申
込
手
続

な
ど
、
詳
し
く
は
募
集
要
領
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◆
募
集
施
設
（
台
数
）

○
一
般
自
動
販
売
機

〈
飲
料
用
〉
…

台
16

【
内
訳
】

笠
懸
庁
舎
茨

大
間
々
庁
舎
芋

ふ
る
さ
と
往
来
セ
ン
タ
ー
茨

東
公
民
館
茨

笠
懸
野
文
化
ホ
ー
ル
芋

岩
宿
博
物
館
茨

富
弘
美
術
館
芋

農
林
業
セ
ン
タ
ー
茨

笠
懸
運
動
場
芋

西
鹿
田
運
動
場
茨

黒
坂
石
バ
ン
ガ
ロ
ー
テ
ン
ト
村
茨

ふ
れ
あ
い
向
原
公
園
茨

○
災
害
対
応
型
自
動
販
売
機

〈
飲
料
用
〉
…
５
台

笠
懸
庁
舎
茨

大
間
々
庁
舎
茨

東
庁
舎
茨

笠
懸
公
民
館
茨

国
保
診
療
所
茨

◆
応
募
要
件

○
一
般
自
動
販
売
機

煙
市
内
に
本
店
ま
た
は
支
店
・
営
業

所
（
個
人
営
業
店
含
む
）
が
あ
る

こ
と
。

煙
そ
の
ほ
か
募
集
要
領
に
よ
る
。

○
災
害
対
応
型
自
動
販
売
機

煙
群
馬
県
内
に
本
店
ま
た
は
支
店
・

営
業
所
（
個
人
営
業
店
含
む
）
が

あ
る
こ
と
。

煙
そ
の
ほ
か
募
集
要
領
に
よ
る
。

※
災
害
対
応
型
自
動
販
売
機
に
つ
い

て
は
、
災
害
発
生
時
に
、
自
動
販

売
機
内
飲
料
の
無
料
提
供
や
優
先

し
た
飲
料
提
供
な
ど
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
使
用
許
可
期
間

平
成

年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間

21

◆
使
用
料

市
が
設
定
す
る
最
低
使
用
料
以
上

で
価
格
提
案
の
あ
っ
た
最
高
額

◆
応
募
申
込
手
続
日
程

【
募
集
要
領
な
ど
の

配
布
・
応
募
受
付
】

１
月
５
日
俄
～

日
画

30

【
価
格
提
案
書
の
提
出
期
限
】

２
月

日
牙

12

【
価
格
提
案
書
審
査
・

設
置
事
業
者
の
決
定
】

２
月

日
画

午
後
１
時

分
か

13

30

ら
順
次
行
い
ま
す
。

◎
募
集
要
領
な
ど
必
要
書
類
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

市
有
地
を
一
般
競
争
入
札
（
郵
便
入
札
）
に

よ
り
売
却
し
ま
す
。

入
札
へ
の
参
加
資
格
、
申
込
手
続
き
お
よ
び

売
却
条
件
な
ど
の
詳
細
は
、
市
有
地
売
却
応
募

要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
入
札
物
件
概
要

【
土
地
の
所
在
】

桐
生
市
新
里
町
新
川
字
八
幡
原
７
３
３
番
１

【
地
目
】
雑
種
地

【
面
積
】
６
８
１
．
５
７
愛

【
予
定
価
格
〈
最
低
売
却
価
格
〉
】

１
，
６
５
０
万
円

【
入
札
保
証
金
】

万
円

83

◆
入
札
参
加
申
込
受
付
期
間

１
月
５
日
俄
～

日
画

午
後
５
時
ま
で
（
必
着
）

23
◆
入
札
期
間

２
月
２
日
俄
～

日
画

13

午
後
５
時
ま
で
（
必
着
）

※
参
加
申
込
を
行
い
、
参
加
資
格
を
有
す
る
人

の
み
入
札
に
参
加
で
き
ま
す
。

◆
開
札

【
日
時
】
２
月

日
俄

午
後
３
時
～

16

【
場
所
】
市
役
所
笠
懸
庁
舎

第
１
会
議
室

◎
市
有
地
売
却
応
募
要
領
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

興

市
有
施
設
自
動
販
売
機
の

設
置
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

興

興
市
有
地
を
売
却
し
ま
す

興
物件の所在地図
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恭なぜ今回見直すのですか？

現在、笠懸・大間々町内を運行しているバスは３路線

ありますが、大間々町内の一部と笠懸町の西部は運行し

ていません。

今回の見直しにより、笠懸・大間々町内全体を運行す

るバスとなり、公共交通における空白地帯が解消され、

利便性が向上します。

なお、今回の見直しにより笠懸・大間々町内で運行中

の路線バスは廃止となりますが、東町の路線バスは、今

までどおり変更はありません。

恭新しい運行方式

【利用のしかたは？】

①乗りたい人

②受付センター

③乗りたい人

④乗りたい人

【バス停は？】

バス停は、笠懸・大間々町内の約180カ所に設置する

予定です。各家庭から約500～700ｍ以内にはバス停が

設置されます。

【運行時間は？】

午前８時30分から午後６時30分までとなります。

【運賃は？】

１回300円ですが、《第１地域》と《第２地域》をま

たぐ場合は400円となります。

※第１地域…笠懸町全域と福岡大橋以南の大間々市街地

第２地域…大間々町全域

＜例１＞

乗車バス停

「笠懸庁舎」

↓

降車バス停

「赤城駅」

→第１地域内での

乗車と降車なの

で300円

＜例２＞

乗車バス停

「上神梅駅」

↓

降車バス停

「大間々庁舎」

→第２地域内での

乗車と降車なの

で300円

＜例３＞

乗車バス停 「笠懸庁舎」

↓

降車バス停 「上神梅駅」

→第１地域から第２地域へと、地域をまたぐので400円

※新運行方法開始前に、利用方法やバス停の一覧などが

記載された利用案内チラシを運行対象地域に全戸配布

します。

【バスの大きさは？】

10人乗りのワゴン車になります。

詳しくは、次号以降でもお知らせします。

▼問い合わせ先

企画課政策調整係（笠懸庁舎）緯(76)0962

《新たな運行方法のバスは》

時刻表を定めないで、乗りたいときに電話予約

をすることで、最寄りのバス停からどのバス停

にも自由に行くことができる乗合バスです。

受付センターに電話をして、乗るバス停・降

りるバス停・人数を伝えます。

バスが、乗るバス停に到着する時刻をお伝え

します。

お伝えした到着時刻でよろしければ、その時

刻を予約します。《予約完了》

予約した時刻に近くなったら、バス停に行き

ましょう。

…

革

革

笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内のののののののののののののののののののののの路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線ババババババババババババババババババババババスススススススススススススススススススススス笠懸・大間々町内の路線バスががががががががががががががががががががががが

春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららら電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制にににににににににににににににににににににに変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままままままままま春から電話予約制に変わりますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

※電話番号はまだ決まっていません。
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刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾

乾
乾
乾問い合わせ先 市民課医療助成係（笠懸庁舎）緯(76)0972

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）

平成20年中にお支払いいただいたお支払いただいた後

期高齢者医療保険料の支払済証明書を、１月下旬から２

月上旬にかけてご自宅に郵送します。

納付いただいた後期高齢者医療保険料は、確定申告な

どで社会保険料控除の１つとしてご利用になれます。

特に平成20年中は、制度の見直しなどにより年度途中

に保険料の額が変更になった人が大勢います。確定申告

などの際には、ぜひ支払済通知書をご活用ください。

なお、確定申告などにあたり、右の表のとおり保険料

の支払方法により社会保険料控除としてご利用になれる

人が異なりますのでご注意ください。

★社会保険料控除として利用できる人

特集⑪ 『後期高齢者医療保険料支払済証明書』・

『75歳の誕生日を迎えた人の負担軽減』について

【後期高齢者医療保険料支払済証明書について】

◎75歳の誕生月について、

【誕生日前の保険（国保や社保）】

【誕生日以降の長寿医療制度】

それぞれの医療機関での個人負担限度額を

２分の１にします。

◎平成20年４月にさかのぼって実施します。

★理由…誕生月のみ、２つの制度に加入。

革

個人負担限度額が上乗せになり増えてしまい、

医療機関での支払いが、ほかの月と比べて２倍

にもなってしまうことが起きているからです。

75歳の誕生日を迎えた人は、誕生月のみ、誕生日前の

国保や社保と誕生日からの長寿医療制度（後期高齢者

医療制度）の２つの制度に加入します（※１日が誕生日

の人は除きます）。

そのため、これまで１カ月あたりに医療機関でお支払

いになる個人負担の限度額は、それぞれの制度の限度額

までお支払いいただいていました。２つの制度分ですの

で、限度額は最大でほかの月の２倍にもなる例もありま

した。

革

★軽減…１月から誕生月の個人負担限度額が半額になり

負担が軽減されます。

平成21年１月からは、誕生月のそれぞれの制度の個人

負担限度額が半額になり、負担が軽減されます。なお、

この措置は平成20年４月にさかのぼって実施されます。

革

★手続きは必要ありません。

該当する人には、後日、群馬県後期高齢者医療広域連

合から高額療養費の通知が送付されます。

～１月下旬から送付しますので確定申告の際にご活用ください～

特別徴収

(年金天引き) 閣
年金天引きされた後期高齢者

医療被保険者のみ利用可能

普通徴収

(現金納付や口座振替） 閣
お支払いになってい

る人が利用可能

【平成20年４月以降、75歳の誕生日を迎えた人へ ～負担が軽減されます～】

75歳の誕生日まで、後期高齢者医療保険や国民健

康保険など、希望する保険に加入できます。保険料

負担など皆さんの負担ができるだけ少ない保険をお

選びください。

そのため、平成20年中の所得額や控除額が確定し

ましたら、一度担当窓口にご相談ください。

なお、保険料は月割り計算されます。月末の時点

で加入している保険に基づき保険料が発生します。

※一定の障害 身体障害者手帳１・２・３級や障害

年金１・２級などの人

●●●65歳から74歳の人で、一定の障害(※)をお持ちの人へ●●●
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棟・階（戸数）間取り家賃(一般世帯）団地名

Ａ棟３階(1)※１
２ＤＫ

Ａ棟22,600円～37,400円大間々１丁目

上原団地大

間

々

Ｂ棟１階(1)※１Ｂ棟21,800円～36,200円

Ａ棟３階(1)
３ＤＫ

Ａ棟12,100円～20，100円
神梅第２団地

Ｂ棟４階(1)Ｂ棟12,100円～20,100円

Ｅ棟４階(1)３ＤＫ12,500円～20,700円神梅第３団地

(1)３Ｋ9,100円～15,100円大平団地東

市営住宅入居者の募集 ●申し込み・問い合わせ先 建設課住宅係（大間々庁舎）緯(76)1904

申込締切 原則毎週金曜日（申込多数の場合抽選）

入居日 原則随時相談

※１ Ａ棟のみ４人以上の世帯が対象

申込締切 １月22日(木)

抽選日時 １月23日(金) 午前９時～

抽選会場 大間々庁舎２階第１会議室

入居日 ２月１日(日)

１都市計画原案の閲覧および概要

(1)対象となる都市計画原案

みどり都市計画区域の整備、開発および保全の方針

（みどり都市計画区域マスタープラン）の変更

煙都市計画の目標

煙区域区分の決定の有無

煙主要な都市計画の決定の方針（土地利用・都市施設の

整備および市街地開発事業・自然環境など）

※別途、笠懸都市計画区域と大間々都市計画区域の統合

手続を進めており、それに伴い都市計画区域マスター

プランも１つになります。

(2)閲覧について

【期間】１月20日峨～２月３日峨（土・日曜日は除きま

す）午前８時30分～午後５時15分

【会場】群馬県都市計画課、桐生土木事務所、

市役所総務課（笠懸庁舎）・都市計画課（大間々庁舎）

２公聴会の開催について

【日時】２月12日牙 午前10時から順次開催

※（当日は、新里都市計画区域マスタープランについて

の公聴会も同時に開催します）

【会場】桐生土木事務所２階大会議室

【公聴会の傍聴】希望者は直接会場へお越しください。

【公述申出書の提出】公聴会で公述を希望する人は、知

事に「公述申出書」を提出することができます。

「公述申出書」には住所・氏名・年齢・職業・電話番

号・都市計画原案についての利害関係および意見の要

旨（400字以内）を記入した「公述申出書」（様式は

問いません）を直接または郵送で提出してください。

※様式は、各閲覧場所で配布します。

【提出先】衣371崖8570 前橋市大手町１丁目１番１号

群馬県都市計画課あて

※郵送のほか、各閲覧会場経由でも提出できます。

【公述人の選定】

公述の希望者で同じ趣旨の意見が多数ある場合は、公

述人を知事が選定し本人に通知します。

公述人は、代理人に意見を陳述させることができま

す。この場合、代理委任状を提出し、議長の承認が必

要となります。また、文書により意見の提示をするこ

ともができます。この場合は、議長による文書の朗読

をもって意見の陳述に替えます。

【申込締切日】２月３日峨 必着

※なお、公述人がない場合、公聴会は中止となります。

その際は、公聴会開催予定日の１週間前に群馬県都市

計画課と公聴会開催予定場所にその旨を掲示します。

都市計画区域マスタープランとは

平成13年に改正都市計画法が施行され、長期的な都市づ

くりの基本方針として、県が広域的な視点によって、すべ

ての都市計画区域について当該都市計画区域の整備、開発

および保全の方針（都市計画区域マスタープラン）を定め

ることとなりました。このなかでは、都市計画の目標や区

域区分（線引き）の決定の有無を始め、土地利用、都市施

設の整備および市街地開発事業などに関する主要な都市計

画の決定の方針が定められます。

県内では40都市計画区域（29市町村）において都市計画

区域マスタープランが定められていますが、現在市町村合

併に伴う都市計画区域の統合も進めており、変更後は34都

市計画区域となる予定です。

今回の原案については、関係機関との協議や縦覧を経て

群馬県都市計画審議会に付議され決定される予定です。

みどり都市計画区域マスタープランの
都市計画原案の閲覧と公聴会を実施します

群馬県が定めるみどり都市計画区域の整備、開発および保全の方針

（みどり都市計画区域マスタープラン）について変更案をまとめまし

たので、次のとおり変更案の閲覧と公聴会を開催します。

【問い合わせ先】煙群馬県都市計画課 緯027(226)3654
煙桐生土木事務所 緯(53)0121
煙市役所都市計画課（大間々庁舎）緯(76)1903
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市民参加の市政を進めるため、市民の皆さんか

ら市政に関する意見や要望を聞き市政に反映す

る、市民モニター制度を開始します。

この市民モニターは、普段仕事や子育てなど忙

しく過ごしている方にも気軽に参加していただけ

るように、個人の空いている時間を利用して活動

できる制度となっています。

活動は１月からの開始を予定しています。無作

為抽出により選ばせていただいた方にご連絡しま

すので、ご協力をお願いします。

【活動内容】

①特定するテーマなどのアンケート調査への回答

②市の施策などへの建設的意見や要望の報告

【人数】25人以内

【委嘱期間】１年間

【選出方法】年齢性別ごとの無作為抽出

【謝礼】2,000円程度の図書カード

【そのほか】モニター報告に必要な用紙や封筒な

どは市で用意します。

【問い合わせ先】秘書課広報広聴係（笠懸庁舎）

緯(76)0957

皆さんの声を市政に反映します

市民モニター制度の開始

《高齢者保健福祉計画》《介護保険事業計画》

皆さんの意見を募集しています

市では、今後の高齢者介護などの方向性を踏まえた、

平成21年度からの３カ年間に取り組むべき施策・事業を

明確にした、第４期の【高齢者保健福祉計画および介護

保険事業計画】の骨子案がまとまりました。

骨子案に対するパブリックコメントを実施しています

ので、皆さんの意見をお寄せください。

なお、提出されたご意見および意見に対する結果は、

市ホームページなどで公表します。

▼件名 みどり市高齢者保健福祉計画および介護保険事

業計画（骨子案）について

▼意見を提出できる人

①市内に在住・在勤・在学する人

②市内に事務所などを有する個人・法人そのほかの団体

▼意見を募集する期間 １月21日我まで（必着）

▼意見の提出方法 意見提出用紙（様式自由）に、「住

所・氏名・年齢・電話番号」と「意見・提言」の内容

を記入し、次のいずれかの方法で提出してください。

①郵送 衣379崖2395 みどり市笠懸町鹿2952

みどり市介護高齢課あて

②ファクス (77)7111

③Ｅメール kaigo＠city.midori.gunma.jp

※件名欄に「事業計画意見」と明記して送付してくださ

い。

④持参 介護高齢課（笠懸庁舎）、大間々・東・水道庁

舎の各総務課

※住所・氏名（事業所名・団体名）が明記されていない

場合は、受理することができません。

※住所、氏名などの個人情報などは一切公表しません。

▼問い合わせ先

介護高齢課介護保険係（笠懸庁舎）緯(76)0974

○期間 １月21日我まで

（※土・日曜日、祝日除く）

○時間 午前８時30分～午後５時15分

○場所 市役所介護高齢課（笠懸庁舎）

大間々・東・水道庁舎の各総務課

※市ホームページでも閲覧できます。

アドレス http:/www.city.midori.gunma.jp/

骨子案の閲覧および用紙の配付期間・場所
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人の動き（前月比）

総 数

世帯数

男

女

53,150人

26,218人

26,932人

18,774戸

［11月末日現在］

(+7)

(+1)

(+6)

(-1)
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渡良瀬川以西の防災拠点として、「桐生みどり消防

署」が新設され、１月15日から業務を開始します。

新消防署は、笠懸分署と西分署を統合した形で、農

林業センター南側に建設されました。

今まで以上の車両配備と職員配置が行われ、24時間

体制で市民の安心・安全を守る、充実強化された組織

になります。

▼所在地 みどり市笠懸町阿左美1912番地6

▼電話番号 緯(77)1177

▼管轄区域 大間々新里分署、黒保根東分署

みどり市…全域、桐生市…相生町・川内町の一部、

新里町・黒保根町の全域

▼配備車両

高規格救急車２台、ポンプ車４台を含む12台

▼配置職員数 42人

▼問い合わせ先

煙桐生市消防本部総務課緯(47)1701

煙みどり市役所総務課（笠懸庁舎）緯(76)0961

１月15日(木)

桐生みどり消防署が開署します次の方々から寄附がありました。

ありがとうございました。

煙大間々美術協会…30,000円

煙大間々町歌謡愛好会…60,733円

煙桐生青果買受人協同組合・桐生青果㈱

…ミカン16箱、リンゴ11箱、バナナ11箱

あたたかい心

住
民
登
録
は
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
性
別
、
住
所
、
世
帯
主
と
の
続

柄
な
ど
が
記
載
さ
れ
、
国
民
健
康
保

険
、
国
民
年
金
、
児
童
手
当
な
ど
各

種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
と
な
る
も

の
で
す
。

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
で
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
確
実
に
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
、
引
っ
越
し
な
ど

で
住
所
を
移
し
た
人
は
、
速
や
か
に

住
民
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
住
所
で
住
民
登
録
を
し

て
い
な
い
人
や
登
録
が
抹
消
さ
れ
た

ま
ま
の
人
は
、
正
し
い
住
民
登
録
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
市
民
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
２

(76)

住
民
登
録
は
正
し
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
？

●
散
歩
中
の
犬
の
フ
ン
の
始
末
は

き
ち
ん
と
し
ま
し
ょ
う

散
歩
中
の
愛
犬
の
フ
ン
は
、
連
れ

て
い
る
人
（
飼
い
主
）
が
責
任
を

持
っ
て
片
付
け
て
く
だ
さ
い
。

中
に
は
、
畑
の
隅
な
ど
に
フ
ン
を

さ
せ
て
そ
の
ま
ま
立
ち
去
っ
て
し
ま

い
、
そ
の
畑
で
野
菜
を
育
て
て
い
る

農
家
の
人
た
ち
に
迷
惑
を
か
け
て
い

る
人
も
い
ま
す
。
フ
ン
の
後
始
末
は

き
ち
ん
と
し
ま
し
ょ
う
。

●
犬
は
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

犬
は
つ
な
い
で
飼

う
こ
と
が
ル
ー
ル
で

す
。
散
歩
の
際
は
も

ち
ろ
ん
、
家
の
敷
地

内
で
も
同
様
で
す
。
常
に
つ
な
い
で

お
く
と
と
も
に
、
運
動
不
足
に
な
ら

な
い
よ
う
日
々
の
規
則
正
し
い
散
歩

を
心
懸
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
８
５

(76)

次
の
日
程
で
献
血
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

１
月

日
牙

29

午
前
９
時

分
～
正
午

30

午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所

市
役
所
笠
懸
庁
舎

１
階
ロ
ビ
ー

◎
成
分
献
血
は
行
わ
ず
、
２
０
０
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
と
４
０
０
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
献
血
の
み
で
す
。

◎
献
血
カ
ー
ド
（
献
血
手
帳
）
を
お

持
ち
の
人
は
、
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

▼
主
催

群
馬
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

▼
協
力

笠
懸
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
・
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
５

(76)

建設中の桐生みどり消防建設中の桐生みどり消防署署

住所を移す際には、

『住民異動届』を使います

～
現
在
、
血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
～

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ
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▼
提
出
期
限

２
月
１
日
蚊

男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
会
は
、

市
内
在
住
の
関
係
団
体
代
表
者
や
公

募
委
員
、
学
識
経
験
者
な
ど
の
市
長

が
任
命
し
た

人
の
組
織
で
、
任
期

15

は
２
年
間
で
す
。

昨
年

月

日
、
市
役
所
笠
懸
庁

11

26

舎
で
第
１
回
の
審
議
会
が
開
催
さ

れ
、
委
員
へ
の
委
嘱
状
の
交
付
の
ほ

か
、
今
月
実
施
の

市
民
意
識
調
査
に

つ
い
て
の
検
討
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

今
後
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
の
諸
施
策
を
実
施
す
る
た
め
の

『
み
ど
り
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
』
を
策
定
し
、
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
調
整

係
（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
６
２

(76)

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定
を

来
年
度
に
控
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
な
ど
を
総
合
的
に
把
握
す
る
た

め
、
《
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市

民
意
識
調
査
》
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
票
が
送
付
さ
れ
た
際
に
は
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
対
象
・
人
数

歳
以
上
の
男
女
２
，
０
０
０
人

18
▼
送
付
時
期

１
月
上
旬

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

崖定額給付金については、国も地方も
具体的には何も決まっていません崖

定額給付金については、まだ市民の皆

さんへのご連絡や給付を行う段階ではあ

りません。具体的な給付の方法などが決

まり次第、速やかにお知らせします。

◎ご自宅や職場に、国・県や市町村など

をかたった電話がかかってきたり、郵

便が届いたら、迷わずお住まいの市町

村や、最寄りの警察署または警察相談

電話（♯9110）にご連絡ください。

▼問い合わせ先 総務課防災交通係

（笠懸庁舎）緯(76)0961

定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ定額給付金の給付をよそおったたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややや「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「振り込め詐欺」や「個人情報の詐欺」にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだださささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささご注意くださいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

煙ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込んでも

らうことは、絶対にありません。

◆◆定額給付金に関して◆◆

煙国県や市町村などから、ＡＴＭ（現金自動預払機）の操

作をお願いすることは、絶対にありません。

煙国県や市町村などが、「定額給付金」の給付のため、手

数料などの振り込みを求めることは絶対にありません。

煙現時点で、国・県や市町村などが住民の皆さんの世帯構

成や銀行口座の番号などの個人情報を照会することは、

絶対にありません。

気温が氷点下になると、水道管が凍結し破裂する

ことがあります。特に次のような場所は保温材など

で防寒対策をお願いします。詳しくは、お問い合わ

せください。

恭凍結しやすい場所

煙日の当たらない、風当たりの強い場所の水道管

煙むき出しになっている水道管

煙水道メーターの周辺

恭簡単な防寒方法

①ビニール袋などに保温

材を入れ、露出してい

る水道管を包み、ひも

などで固定する。

②発泡スチロールをビ

ニール袋などにつめ

て、メーターボックス

の中に入れる。検針が

できるようにお願いし

ます。

恭水道管が凍ってしまったら

自然に溶けるのを待つか、タ

オルや布をかぶせてその上か

らぬるま湯をかけてゆっくり

溶かしてください。

急に熱湯をかけると、水道管

や蛇口が破裂する恐れがあります。

冬の水道管凍結防止対策のお願い

①①

②②

問い合わせ先 水道局工務課給水係

（水道庁舎）緯(76)9917

恭
市
民
意
識
調
査
に
ご
協
力
を

恭
第
１
回
み
ど
り
市
男
女
共
同

参
画
推
進
審
議
会
を
開
催

委嘱式の様委嘱式の様子子
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市では、平成18年度に策定した「行政

改革大綱」に基づく「行政改革実施計画

〈集中改革プラン〉」に取り組んでいま

す（計画期間：18年度～22年度）。

19年度、集中改革プランに掲げる全88

項目に取り組んだ結果、「実施済み。ま

たは、実施し、目標どおりの成果あり」

となった項目が35項目（約40％）、「着

手 済 み」と な っ た 項 目 は28項 目（約

32％）となりました。

行政改革に取り組み、２年が経過しま

したが、「着手済み」以上の進ちょく段

階となった63項目をはじめ、全88項目に

ついて22年度末までの目標達成に向け、

今後も全庁一丸となって行政改革の取り

組みを進めていきます。

◆◆◆〈集中改革プラン〉に基づく財政効果◆◆◆

効果額19年度

6,242万円91.9％市税（収納率）

普

通

会

計

845万円97.44％保育料（収納率）

1,354万円1,578万円普通財産売り払い

168円168万円広告料収入

100万円100万円命名権料

4万円4万円健康教育参加者負担金

8,713万円普通会計 計

942万円98.49％水道使用料（収納率）

企

業

会

計

282万円98.58％
公共下水道・農業集落
排水使用料（収納率）

175万円94.81％
公共下水道負担金・
分担金（収納率）

25万円93.37％
農業集落排水分担金
（収納率）

1,424万円企業会計 計

10,137万円合 計

効果額19年度

19,975万円424人職員削減 （H17.4.1現在449人）

普

通

会

計

1,754万円7,930万円時間外手当（17年度分9,684万円）

277万円6,147万円
消防団統合
（17年度報酬等6,424万円）

18万円18万円工事コストの削減

16万円16万円広告料収入（歳出抑制分）

22,040万円普通会計 計

399万円399万円工事コストの削減企
業
会
計 46万円46万円仕入れコストの削減

445万円企業会計 計

22,485万円合 計

◇歳入の部 ◇歳出の部

行政改革に取り組む前の17年度と比較した

19年度中の歳入・歳出全体の効果額

〈注〉これらの効果額は、すべて17年度実績との比較値で、

実際の収納額などを表すものではありません。

平成19年度取組結果の概要

【参考】18年度中の効果額 1億4,410万円

問い合わせ先 企画課政策調整係（笠懸庁舎）緯(76)0962

３億2,622万円׈

※行政改革大綱、集中改革プラン、行政改革懇談会、そのほか取組状況などに関する資料は、市ホームページ

（http://www.city.midori.gunma.jp）、市役所企画課（笠懸庁舎）、大間々・東・水道庁舎総務課でご覧になれます。

みどり市行政改革実施計画〈集中改革プラン〉
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演
題

M
o
t
h
e
r
'
s

「

か
ら

ひ
ろ
し
ま
へ
倆
ふ
る
さ
と
で
」

講
師

写
真
家

石
内

都
さ
ん

▼
日
時

２
月
７
日
臥

午
後
２
時
～

▼
会
場

２
階

視
聴
覚
室

▼
定
員

１
０
０
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
方
法

１
月
８
日
牙
か
ら
整

理
券
を
配
布
し
ま
す
。
電
話
ま
た

は
直
接
、
笠
懸
図
書
館
へ
。

★
読
み
聞
か
せ

◎
あ
し
の
会

お
は
な
し
だ
い
す
き

１
月

日
牙

午
後
３
時
～

15

◎
ぴ
よ
ぴ
よ
の
会

絵
本
と
あ
そ
ぼ
う

毎
週
木
曜
日

午
前

時
～

11

★
そ
の
ほ
か
の
予
定

◎
図
書
館
名
画
座

１
月

日
蚊

午
後
２
時
～

11

◎
子
ど
も
映
画
劇
場

１
月

日
臥

午
後
２
時
～

17

★
映
画
会
を
開
催
し
ま
す

◎
２
月

日
臥

子
ど
も
向
け

14

「
こ
ろ
わ
ん
Ⅲ
・
Ⅳ
」

興
貸
し
出
し
の
利
用
に
つ
い
て

▼
図
書
館
利
用
券
の
発
行

身
分
証
明
（
年
齢
に
関
係
な
く
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
が
分
か

る
公
的
機
関
発
行
の
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
）
が
必
要
で
す
。

▼
貸
出
数

図
書
資
料
５
冊
、

視
聴
覚
資
料
２
点
、
雑
誌
２
冊

▼
返
却

玄
関
の
返
却
ポ
ス
ト
は
図

書
資
料
用
で
す
。
視
聴
覚
資
料
は

破
損
の
原
因
に
な
る
の
で
カ
ウ
ン

タ
ー
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
の
際
は
、
パ
ス
ワ
ー
ド
が

必
要
で
す
。
事
前
に
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
資
料

窓
口
で
貸
出
可
能
な

も
の
（
禁
帯
資
料
は
除
く
）

▼
予
約
点
数

図
書
資
料
５
冊
、

視
聴
覚
資
料
２
点
、
雑
誌
１
冊

▼
取
置
期
間

メ
ー
ル
送
信
後
７
日

※
申
請
の
際
は
、
利
用
券
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

※
延
滞
し
て
い
る
人
の
予
約
は
受
け

付
け
ま
せ
ん
。

★

本
の
森
の
講
演
会

期
日

１
月

日
我

14

開
演

午
後
１
時
～

内
容

①
農
村
女
性
に
よ
る
寸
劇
と
体
験

発
表

②
講
演
会

③
会
員
に
よ
る
手
作
り
品
、
農
産

物
抽
選
会

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ
先

桐
生
地
区
農
業
指
導
セ
ン
タ
ー

緯

２
０
４
７

(76)

期
日

１
月

日
蚊

25

開
演

午
後
１
時

分
～

30

入
場
料

全
席
自
由
１
，
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

な
が
め
黒
子
の
会
（
シ
イ
ナ
）

緯

１
１
９
５

(73)

※
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の

問
い
合
わ
せ
は
、
な
が
め
余
興

場

緯

１
９
６
８
で
も
受
け

(72)

付
け
て
い
ま
す
。

◎
２
月

日
臥

一
般
向
け

28

「
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
」

▼
時
間

両
日
と
も
午
後
２
時
～

▼
場
所

２
階

視
聴
覚
室

★
読
み
聞
か
せ

◎
わ
ら
べ
の
会

毎
週
土
曜
日

午
前

時
～

11

大
型
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
を
使
っ

た
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
。

笠笠
懸
図
書

笠
懸
図
書
館館

大大
間間
々
図
書

々
図
書
館館

◎
毎
週
月
曜
日
、
１
月

日
画

30

東
公
東
公
民民
館
図
書

館
図
書
室室

◎
毎
週
月
曜
日

休休

館館

日日

笠
懸
図
書
館

赤
ち
ゃ
ん
の
４
カ
月
検
診
の
際

に
配
付
さ
れ
た
引
換
券
を
図
書
館

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

引
き
換
え
は
生
後

カ
月
ま

10

で
で
す
の
で
お
早
目
に
。

▼
日
時

《
笠
懸
図
書
館
》

１
月

日
臥
・

日
峨

10

27

《
大
間
々
図
書
館
》

１
月

日
牙
・
２
月
５
日
牙

22

《
東
公
民
館
図
書
室
》

１
月

日
牙

29

午
前

時
～
（
３
施
設
共
通
）

10

▼
持
ち
物

絵
本
引
換
券
、

母
子
健
康
手
帳

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
トト

大
間
々
図
書
館

興
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

ご
家
庭
か
ら
予
約
で
き
ま
す

な
が
め
余
興
場

イ
ベ
ン
ト
情
報

■
桐
生
・
み
ど
り
市

農
村
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

■
大
間
々
な
が
め
亭

雪
見
寄
席



(19) 広報みどり 呉34

第60回企画展 ココココココココココココココココココココココココココココココノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトががががががががががががががががががががががががががががが泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古ののののののののののののののののののののののののののののの海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海コノドントが泳ぐ太古の海
～みどり市周辺の地質から世界の化石まで(3)～みどり市周辺の地質から世界の化石まで(3)～～

●問い合わせ先 大間々博物館 緯(73)4123
●ホームページ
http://www.city.midori.gunma.jp/conodont/

コノドントなど市内外で発見された化石や、世界各地の貴重な化石を数多く展示しています。

今回は、展示している300点の資料の中から、とても不思議で貴重な化石を紹介します。【２月１日(日)まで開催】

立体巻きのアンモナイト ニッポニテス

殻が複雑に巻いているニッポニテ

スは、北海道などで見つかる中生代

白亜紀後期（約９千万年前）のアン

モナイトです。日本を代表する化石

として、日本古生物学会のシンボル

マークにもなっています。

進化の大爆発バージェス動物群

バージェス動物群は、カナダで発

見された古生代カンブリア紀（約５

億３千万年前）の生きものです。こ

の頃、アノマロカリスなど、硬い殻

をもつ動物が初めて出現しました。

展示したマルレラはバージェス動物

群で最も繁栄した生きもので、体の長

さが２～３㎝ ほどの原始的な節足動物

（エビやカニの仲間）です。

緯(76)1701 思(76)1703
E-mail iwajukuhaku@city.midori.gunma.jp
URL http://www.city.midori.gunma.jp/iwajuku/

《開催期間》１月31日(土)～３月８日(日)

市には、191カ所におよぶ遺跡がありますが、縄

文時代の遺跡は、市内各所からその約３分の２に当

たる125カ所も確認されています。多数の縄文土器

が出土していて、縄文時代全体の時期を網羅する内

容と典型的な特徴を示す土器も少なくありません。

今回の展示では、市内発見の所蔵する縄文土器を

一堂に展示し、その芸術性に触れながら、地元の縄

文時代の遺跡に思いをはせたいと思います。

恭展示解説会 1/31・2/14・28の土曜日 午後２時

恭日時 １月24日臥

午前10時～正午

恭会場 体験学習室

恭参加費 無料

恭定員 先着30人

（対象：小学４年生以上）

恭申込方法 １月10日臥 午前８時30分から電話で

第47回企画展 『みどり市の縄文土器』

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物大間々博物館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館 （（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（ココココココココココココココココココココココココココココココココココノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館（コノドント館）））））））））））））））））））））））））））））））））））

好評開催中

みどり市にゆかりのある考古学者の業績を紹介す

る郷土史講座を開催します。

恭第１講 『岩澤正作の学問と業績』（仮題）

講師 森田秀策氏（県文化財保護審議会委員）

日時 ２月８日蚊 午後１時30分～

恭第２講 『相澤忠洋の学問と業績』（仮題）

講師 大里仁一氏（桐生市教育資料室長）

日時 ２月22日蚊 午後１時30分～

恭第３講 『尾崎喜左雄の学問と業績』（仮題）

講師 松島榮治氏（県文化財保護審議会委員長）

日時 ３月１日蚊 午後１時30分～

恭史跡見学会

『みどり市ゆかりの考古学者の業績を訪ねて』

日時 ３月８日蚊 午前８時30分～

◎現在、受講生を募集しています。受講希望者は申

込方法を広報12月号に掲載しましたので、そちら

をご覧になるか、お問い合わせください。

郷土史講座

『みどり市ゆかりの考古学者』

岩宿探検隊 『まが玉作り』

アノマロカリアノマロカリスス
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日時 1月24日(土)

午後6時開演

笑点メンバーでおなじみの２人による二人会です。

●料金 全席指定 前売3,500円(当日4,000円)

※未就学児は入場できません。

みどり市笠懸寄席

ᚸႆ٥ɶڤ

林家木久扇・春風亭昇太二人会

桐生・みどり地区

日時 2月1日(日)午前10時開演

桐生・みどり地区の中学校・高校・一般の出演者に

よるアンサンブル・コンサートです。

●料金 入場無料

アンサンブル・コンサート
日時 3月22日(日)午後6時開演

●料金 全席指定 前売/当日4,500円

※未就学児は入場できません。

ᚸႆ٥ɶڤ

小椋佳 歌談の会

刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

笠
懸
野
文
化
ホ
ー
ル
〔
パ
ル
〕
開
館

周
年
記
念
事
業

15

「
Ｂ
Ｓ
日
本
の
う
た
」
公
開
録
画
の
お
知
ら
せ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局
と
み
ど
り
市
で
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
衛
星
第
２
テ
レ
ビ
（
Ｂ
Ｓ
２
）
の
番
組
「
Ｂ

Ｓ
日
本
の
う
た
」
の
公
開
録
画
を
行
い
ま
す
。

豪
華
ゲ
ス
ト
を
迎
え
、
た
っ
ぷ
り
と
歌
謡
曲
を

お
楽
し
み
い
た
だ
く
番
組
で
す
。

観
覧
ご
希
望
の
人
は
、
次
の
と
お
り
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
料
金

入
場
無
料

（
要
整
理
券
・
１
枚
で
２
人
ま
で
入
場
可
）

●
出
演
予
定

《
出
演
》
川
中
美
幸
、
北
島
三
郎
、
キ
ム
・
ヨ

ン
ジ
ャ
、
清
水
博
正
、
神
野
美
伽
、
野
中
彩

央
里
、
藤

あ
や
子
、
水
森
か
お
り
、
山
本
譲

二

ほ
か
（

音
順
）

50

《
司
会
》
山
田
康
弘
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

●
放
送
予
定

猿
Ｂ
Ｓ
２

３
月

日

午
後
７
時

分
～

15

(日)

30

《
再
放
送
》
３
月

日

午
後
９
時
～

20

(金)

猿
Ｂ
Ｓ

３
月

日

午
後
２
時
～

hi

14

(土)

※
放
送
時
間
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
観
覧
申
込

郵
便
往
復
は
が
き
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
、
お
一
人
様
１

通
に
限
り
ま
す
。

【
往
信
用
の
裏
面
】
に
は
、
①
郵
便
番
号
、

②
住
所
、
③
氏
名
、
④
電
話
番
号
、

【
返
信
用
の
表
面
】
に
は
、
①
郵
便
番
号
、

②
住
所
、
③
氏
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
明
記
し

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

《
あ
て
先
》

衣
３
７
９
倆
２
３
１
１

み
ど
り
市
笠
懸
町
阿
左
美
１
５
７
９
倆
１

笠
懸
野
文
化
ホ
ー
ル

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
Ｂ
Ｓ
日
本
の
う
た
」
公
開
係

《
締
め
切
り
》
１
月

日

必
着

23

(金)

※
「
返
信
用
裏
面
」
は
、
抽
選
結
果
を
印
刷
し

ま
す
の
で
白
紙
の
ま
ま
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、
当
選
者
に

入
場
整
理
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
１
歳
以
上
の
お
子
様
か
ら
人
数
に
含
み
ま
す
。

※
郵
便
往
復
は
が
き
以
外
で
の
応
募
や
記
入
漏

れ
、
重
複
応
募
分
、
締
切
後
の
到
着
な
ど
に

つ
い
て
は
無
効
と
し
ま
す
。

◆
ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
抽
選

結
果
の
ご
連
絡
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
や

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
、
受
信
料
の
お
願
い
に

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

猿
Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局

緯
０
２
７
（
２
５
１
）
１
７
１
２

《
平
日

午
前
９
時

分
～
午
後
６
時
》

30

猿
笠
懸
野
文
化
ホ
ー
ル

緯

１
２
１
２

(77)

《
火
～
日
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時
》

日
時

２
月

日
12

(木)

午
後
６
時

分
開
演

40

ࢮ
ࣄ
⎢
⍿
⎀
⎞
⎻
⎽
ဎ
ᡂ
Ӗ
˄
ɶ

◎休館日 1/12・19・26、2/2・9の月曜日

第24回こどものためのコンサート

日時 3月15日(日)午後2時開演

●料金 全席自由 500円（３歳未満ひざ上無料）

★1/6～31の期間限定で、市内の小中学校・幼稚園・

保育園の生徒・園児・保護者を対象に、割引価格

400円にて販売します。

打楽器集団 男群コンサート

ᚸႆ٥ɶڤ
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内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
加
え
、
血
圧

高
値
・
高
血
糖
・
脂
質
異
常
の
う
ち

２
つ
以
上
を
併
せ
持
っ
た
状
態
の
こ

と

を

指

し

ま

す
。
放
置
す
る

と
脳
梗
塞
や
心

こ
う
そ
く

筋
梗
塞
な
ど
、

命
に
か
か
わ
る

病
気
に
な
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

■
解
消
法
…
食
事
と
運
動

食
生
活
改
善
と
運
動
習
慣
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

食
事
制
限
だ
け
で
は
、
体
重
は

減
っ
て
も
リ
バ
ウ
ン
ド
を
起
こ
し
や

す
く
、
筋
力
や
体
力
の
低
下
も
招
い

て
し
ま
い
ま
す
。

運
動
習
慣
を
身
に
付
け
る
と
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
を
増
や
す
だ
け
で

な
く
、
心
肺
機
能
を
高
め
筋
力
の
低

下
を
防
げ
ま
す
。
さ
ら
に
血
糖
値
・

中
性
脂
肪
・
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
数
値
も
改
善
で
き
ま
す
。

■
効
果
的
な
運
動
は

持
久
力
を
高
め
る
「
有
酸
素
運

動
」
と
、
筋
力
を
高
め
る
「
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
組
み
合
わ
せ
て
行

う
と
効
果
的
で
す
。

○
有
酸
素
運
動
は
、
１
日

分
以
上

30

を
週
３
日
以
上
行
う
こ
と
が
理
想

的
で
す
。

例
煙
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
早
歩
き
）

煙
サ
イ
ク
リ
ン
グ

煙
水
中
運
動
煙
ダ
ン
ス
な
ど

○
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
基
礎
代

謝
を
あ
げ
て
太
り
に
く
い
体
を
つ

く
り
ま
す
。
毎
日
の
生
活
の
中
で

取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

例
煙
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
足
上
げ

煙
歯
を
磨
き
な
が
ら
片
足
立
ち

煙
皿
洗
い
中
に
か
か
と
上
げ

煙
寝
る
前
に
「
腹
筋
」
な
ど

○
「
運
動
は
ち
ょ
っ
と
苦
手
」
と
い

う
人
は
、
今
ま
で
よ
り
も
意
識
的

に
体
を
動
か
し
、
日
常
生
活
に
少

し
ず
つ
運
動
を
取
り
入
れ
て
い
く

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

例
煙
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
使
わ
な
い

煙
徒
歩
や
自
転
車
で
出
か
け
る

煙
テ
レ
ビ
な
ど
は
リ
モ
コ
ン
を

使
わ
な
い

煙
掃
除
を
こ
ま
め
に
行
う

煙
休
日
は
外
で
活
動
的
に
過
ご

す
な
ど

※
万
歩
計
を
持
つ
と
運
動
意
識
を
高

め
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

※
目
安
と
し
て
、

分
歩
く
と
約

10

１
，
０
０
０
歩
増
や
せ
ま
す
。

運
動
は
続
け
る
こ
と
で
効
果
が
出

ま
す
。
内
臓
脂
肪
は
皮
下
脂
肪
に
比

べ
て
減
少
し
や
す
い
の
で
、
運
動
習

慣
を
身
に
つ
け
て
、
心
身
と
も
に
快

適
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

種
類

Ｂ
Ｃ
Ｇ

期
日

２
月
４
日
我

受
付
時
間

午
後
１
時

分
～
２
時

15

会
場

大
間
々
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
す
る
物

母
子
手
帳
、
予
診
票

※
当
日
の
朝
は
体
温
を
測
り
、
予
診

票
に
記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

会
場
で
も
体
温
を
測
り
ま
す
。

『
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
』
を

よ
く
読
ん
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

特
定
保
健
指
導
～
運
動
編
～

２
月
の
乳
幼
児
予
防
接
種

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ
（
１
・
２
月
の
日
程
）東保健

センター
大間々保健
センター

笠懸保健
センター

健康相談

（成人）

２/16俄２/４我１/14我期 日

午前９時30分～11時受 付

保健師相談、栄養士相談、歯科衛生士相談内 容

ぴよぴよ広場わんぱく広場乳幼児相談

大間々保健
センター

東保健
センター

笠懸保健
センター

会 場

１/14我・28我
２/25我

２/２俄
１/21我
２/18我

期 日

午前９時30分～11時受 付

１歳半くらい
までの乳幼児

１歳半～３歳
くらいまでの幼児

対 象

身体計測、育児相談、
栄養相談、歯科相談、
母乳相談(要予約)
※言葉の相談は
１/28・２/25のみ
（要予約）

おやつ作り

参加は
先着15人

身体計測、
育児相談、
栄養相談、
歯科相談、
遊びの広場、
母乳相談
(要予約)

内 容

育児相談のほか、赤ちゃんを遊ばせながら、お母さん同士の交

流もできます。

●
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
？

桐生市で開催する

教室ですが、みどり

市民も参加できます。

期日 ２月19日牙

時間 午後１時30分

～３時30分

（受付 午後１時15分～）

会場 桐生市保健福祉会館

（桐生市末広町13崖４）

対象 生後３カ月くらいまでの

赤ちゃんとその親

内容 小児科医師による講話、交流会

定員 20組（先着順）

申し込み ２月12日牙までに桐生市保健

福祉会館【緯(47)1152】へ直接お申し込

みください。

桐生市ママ＆パパ教室

～ 産後編 ～
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み
ど
り
地
区
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
勤
労
者
で
技
術
の
向
上
を
目
指

す
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

恭
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
た
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
技
法
の
習
得
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

▼
期
間

２
月

日
～
３
月

日
の

17

19

毎
週
火
・
木
曜
日
（
全

回
）

10

▼
時
間

午
後
７
時
～
９
時

分
15

▼
定
員

人
10

▼
受
講
料

１
５
，
０
０
０
円

▼
申
込
期
限

２
月

日
峨

10

※
パ
ソ
コ
ン
入
門
コ
ー
ス
（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
）
も
引
き
続
き
募

集
し
て
い
ま
す
。

（
締
切

１
月

日
我
）

14

恭
平
成

年
度
訓
練
生

21

４
月
か
ら
の
入
校
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▼
募
集
学
科

○
木
造
建
築
科

《
内
容
》
木
造
家
屋
建
築
の
基
本
技

能
か
ら
専
門
技
能
ま
で
の
習
得

《
訓
練
期
間
》
３
年
間

《
訓
練
時
間
》
毎
週
水
・
金
曜
日
の

午
後
７
時
～
９
時

分
、
お
よ
び

40

火
曜
日
の
夜
間
と
日
曜
日
の
昼
間

（
年
数
回
）

《
定
員
》
５
人

《
受
講
料
》
年
額
４
０
，
０
０
０
円

《
入
校
資
格
》
現
在
建
築
関
係
で
働

い
て
い
る
人
で
、
労
働
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人

○
建
築
設
計
科

《
内
容
》
建
築
設
計
の
基
本
（
学

科
・
実
技
）
、
専
門
技
能
の
習
得

《
訓
練
期
間
》
２
年
間

《
訓
練
時
間
》
毎
週
火
・
水
・
金
曜

日
の
午
後
７
時
～

時
10

《
定
員
》

人
10

《
受
講
料
》
年
額
４
６
，
０
０
０
円

《
入
校
資
格
》
現
在
在
職
中
の
人
で

労
働
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

▼
申
込
期
限

２
月

日
画

27

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

煙
み
ど
り
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

緯

６
０
１
１

(73)

煙
市
役
所
商
工
振
興
課
（
大
間
々
庁

舎
）
緯

１
９
３
８

(76)

防
火
管
理
者
の
資
格
に
は
甲
種
と

乙
種
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

甲
種
防
火
管
理
者
が
必
要
な
事
業

所
は
、
不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り

す
る
特
定
防
火
対
象
物
（
物
品
販
売

店
、
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
、
病
院
な
ど
）

で
、
収
容
人
員

人
以
上
で
延
べ
面

30

積
が
３
０
０
㎡
以
上
の
も
の
、
お
よ

び
非
特
定
防
火
対
象
物
（
学
校
、
工

場
、
事
務
所
な
ど
）
で
、
収
容
人
数

人
以
上
で
延
べ
面
積
が
５
０
０
㎡

50以
上
の
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
で
延
べ
面
積
が
満

た
な
い
場
合
は
、
甲
種
・
乙
種
ど
ち

ら
か
の
選
任
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

講
習
受
講
に
関
し
て
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
期
日

２
月

日
牙
・

日
画

19

20

午
前
９
時

分
～
午
後
４
時

分

30

30

《
甲
種
》
２
日
間
の
講
習

《
乙
種
》
初
日
の
み
の
講
習

▼
定
員

甲
種
・
乙
種
計
１
４
０
人

▼
場
所

桐
生
市
市
民
文
化
会
館

４
階

ス
カ
イ
ホ
ー
ル
Ａ

▼
教
材
費

甲
種
・
乙
種
と
も
に

４
，
２
０
０
円

▼
申
込
方
法

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
教
材
費
を
添
え
て
消
防
本
部
予

防
課
、
消
防
署
ま
た
は
各
分
署
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付
期
間

１
月

日
俄
～

日
画

19

30

▼
問
い
合
わ
せ
先

桐
生
市
消
防
本

部
予
防
課
指
導
係
緯

１
７
０
３

(47)

働
き
な
が
ら
学
び
た
い
人
や
高
卒

資
格
を
取
得
し
た
い
人
を
対
象
に
、

定
時
制
や
通
信
制
の
入
学
相
談
会
と

入
学
試
験
を
行
い
ま
す
。

▼
入
学
相
談
会
日
時

○
桐
商
・
桐
工
定
時
制

《
桐
生
商
業
高
校
》

２
月

日
我
、
３
月

日
我

18

18

午
後
６
時
～
８
時

《
桐
生
工
業
高
校
》

２
月
２
日
俄
・
３
日
峨

午
後
５
時

分
～
８
時

30

○
桐
女
通
信
制

随
時

▼
入
学
試
験
な
ど

○
桐
商
・
桐
工
定
時
制

《
願
書
受
付
》

み
ど
り
地
区
高
等

職
業
訓
練
校
訓
練
生

桐
商
・
桐
工
定
時
制

桐
女
通
信
制

甲
種
・
乙
種

防
火
管
理
講
習
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煙
期
間

２
月

日
我
・

日
牙

25

26

煙
時
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（

日
は
正
午
ま
で
）

26

《
試
験
日
》
３
月

日
峨

10

《
試
験
内
容
》
作
文
、
面
接

○
桐
女
通
信
制

《
願
書
受
付
》

煙
期
間

３
月

日
牙
～

日
峨

12

31

煙
時
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（

日
の
み
正
午
ま
で
）

31

《
試
験
日
》
願
書
受
付
期
間
中
に
随

時
実
施

《
試
験
内
容
》
作
文
、
面
接

▼
応
募
資
格

中
学
校
ま
た
は
こ
れ

に
準
ず
る
学
校
を
卒
業
し
た
人

（
３
月
中
の
卒
業
見
込
者
含
む
）

※
転
入
学
、
編
入
学
の
場
合
は
願
書

受
付
や
入
学
試
験
の
期
日
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
各
高
校
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

煙
桐
生
商
業
高
校
（
定
時
制
）

緯

２
４
７
７

(44)

煙
桐
生
工
業
高
校
（
定
時
制
）

緯

７
１
４
１

(22)

煙
桐
生
女
子
高
校
（
通
信
制
）

緯

２
１
８
１

(32)
看
護
師
へ
の
復
帰
を
考
え
て
い
る

人
に
、
現
在
の
医
療
情
報
・
現
場
を

知
り
、
実
習
を
通
し
て
看
護
技
術
を

確
認
し
、
再
就
職
の
き
っ
か
け
を
作

り
ま
す
。

▼
期
日
・
内
容

《
第
１
回
研
修
》
２
月

日
牙

19

煙
最
近
の
医
療
・
看
護
の
動
向
に
つ

い
て

煙
医
療
安
全
対
策
・
病
院
見
学

《
第
２
回
研
修
》
２
月

日
牙

26

煙
医
療
機
器
（
輸
液
ポ
ン
プ
）
の
取

り
扱
い

※
実
技

煙
感
染
予
防
、
輸
液
・
輸
血
方
法
に

つ
い
て

※
実
技

▼
時
間

各
午
前

時
～
正
午

10

▼
募
集
人
数

人
10

▼
受
付
方
法

１
月
５
日
俄
～

日
30

画
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５

時
）
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

桐
生
厚
生
総
合
病
院

人
事
係

緯

７
１
６
３

(44)
看
護
有
資
格
者
で
、
結
婚
・
育
児

な
ど
で
就
業
し
て
い
な
い
人
の
再
就

業
を
支
援
す
る
た
め
の
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
最
新
の
医
療
・
看
護
に

関
す
る
講
義
や
看
護
指
導
者
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
看
護
技
術
な
ど
の
指
導

を
行
い
ま
す
。
再
就
業
を
考
え
て
い

る
人
、
ぜ
ひ
気
軽
に
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。
就
業
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
時

１
月

日
俄
・

日
峨
・

26

27

日
牙
・

日
画

29

30

午
前
９
時

分
～
午
後
４
時

分

30

30

※
４
日
間
の
う
ち
、
参
加
可
能
な
日

の
み
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
会
場

東
邦
病
院

多
目
的
室

▼
受
講
料

無
料
（
交
通
費
・
昼
食

代
な
ど
は
個
人
負
担
）

▼
そ
の
ほ
か

東
邦
病
院
保
育
所
を

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
（
就
業
前

の
児
童
）
。

▼
申
込
期
限

１
月

日
峨

20

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

医
療
法
人
社
団
三
思
会

東
邦
病

院

人
事
課
（
雨
宮
）

緯

６
３
１
１

胃

６
７
６
３

(76)

(76)

平
成

年
全
国
広
報
統
一
標
語

21

「
緊
急
時

あ
な
た
を
守
る

１
１
０
番
」

１
１
０
番
は
、
皆
さ
ん
の
安
全
を

守
る
緊
急
通
報
電
話
で
す
。

事
件
・
事
故
に
あ
わ
れ
た
り
、
見

た
り
し
た
と
き
に
は
、
す
ぐ
に
１
１

０
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
急
を
要
し
な
い
相
談
や
お

問
い
合
わ
せ
は
「
＃
９
１
１
０
」
ま

た
は
、
各
種
相
談
電
話
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
す

べ
て
予
約
制
で
す
。
会
場
へ
の
移
動

が
困
難
な
人
は
事
前
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

２
月
４
日
我

午
前

時
～
正
午

10

▼
会
場

桐
生
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

３
０
１
・
３
０
２
会
議
室

（
桐
生
市
新
宿
３
倆
３
倆

）
19

※
今
回
か
ら
、
会
場
が
旧
桐
生
市
立

南
中
学
校
跡
地
内
に
変
わ
り
ま
し

た
。

▼
相
談
内
容

身
体
障
害
者
の
補
装

具
判
定
、
相
談
な
ど

▼
相
談
科
目

整
形
外
科

▼
持
参
す
る
も
の

印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳

▼
申
込
期
限

１
月

日
峨

27

▼
申
し
込
み
先

煙
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
（
笠
懸

庁
舎
）

煙
大
間
々
民
生
課
福
祉
係
（
大
間
々

庁
舎
）

煙
東
民
生
課
福
祉
係
（
東
庁
舎
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
５

(76)

社
会
福
祉
協
議
会

恭
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

災
害
時
の
救
援
活
動
な
ど
に
関
す

る
知
識
・
技
能
な
ど
に
つ
い
て
受
講

で
き
ま
す
。

▼
期
日

２
月
９
日
・

日
・

日

16

23

の
毎
週
月
曜
日
（
全
３
回
）

▼
時
間

午
後
１
時

分
～
４
時

30

（
予
定
）

▼
会
場

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
東
町
花
輪
１
１
４
倆
３
・

緯

２
８
２
８
）

(97)

▼
定
員

先
着

人
30

▼
受
講
料

３
０
０
円

１
月

日
は

10

「
１
１
０
番
の
日
」

東
邦
病
院
看
護

再
就
業
支
援
講
習
会

潜
在
看
護
師
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
支
援
研
修
会
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▼
申
込
期
間

１
月

日
俄
～

日
画

19

30

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
所
（
笠
懸
）
緯

４
１
１
１

(76)

恭
心
身
障
害
者
療
育
訓
練

▼
期
日

３
月
７
日
臥

▼
集
合
出
発
場
所
・
時
間

煙
市
役
所
大
間
々
庁
舎

午
前
９
時

煙
岩
宿
博
物
館
駐
車
場

午
前
９
時

分
10

▼
見
学
場
所

埼
玉
県
鉄
道
博
物
館

▼
交
通
手
段

観
光
バ
ス

▼
参
加
資
格

市
内
在
住
の
知
的
障

害
者
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費

煙
中
学
生
以
上

３
，
５
０
０
円

煙
小
学
生
以
下

２
，
０
０
０
円

▼
申
込
方
法

社
会
福
祉
協
議
会
の

本
所
・
支
所
に
申
込
用
紙
が
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
し
、
参
加
費
を
添
え
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

２
月

日
画

20

▼
問
い
合
わ
せ
先

(
)

本
所

笠
懸

緯

４
１
１
１

(76)

恭
２
月
の
介
護
予
防
教
室

歳
以
上
の
会
場
ま
で
来
ら
れ
る

65
人
が
対
象
で
す
。

○
笠
懸
地
区
《
元
気
サ
ロ
ン
》

▼
開
催
日

４
区
（
竹
の
子
サ
ロ
ン
）

２
月
４
日
我

▼
場
所

４
区
公
民
館

▼
時
間

午
前

時
～

時

分

10

11

30

（
受
付

午
前
９
時

分
～
）

30

▼
参
加
費

１
０
０
円

※
事
前
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

本
所
（
笠
懸
）

緯

４
１
１
１

(76)

○
大
間
々
地
区
《
い
き
い
き
教
室
》

▼
開
催
場
所
・
期
日

煙
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

２
月
６
日
画
・

日
画

20

煙
福
岡
地
区
中
央
公
民
館

２
月

日
画

13

煙
塩
原
公
民
館

２
月

日
画

27

▼
時
間

午
前

時
～

時

分

10

11

30

▼
参
加
費

内
容
に
よ
り
実
費
徴
収

※
事
前
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

大
間
々
支
所

緯

４
０
５
４

(72)

○
東
地
区
《
遊
ビ
リ
サ
ロ
ン
》

▼
開
催
日

煙
花
輪
３
区

２
月

日
牙

12

煙
小
夜
戸

２
月

日
俄

16

煙
花
輪
１
区

２
月

日
牙

19

煙
草
木

２
月

日
俄

23

煙
沢
入

２
月

日
我

25

▼
時
間

午
後
１
時

分
～
３
時

30

▼
場
所

各
集
会
所
ま
た
は
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費

１
５
０
円

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

東
支
所

緯

２
８
２
８

(97)
文
化
協
会
・
教
育
委
員
会
な
ど
の

後
援
を
得
て
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の

皆
さ
ん
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
会
期

２
月
１
日
蚊
～
８
日
蚊

▼
時
間

午
前
９
時
～
午
後
６
時

※
初
日
は
正
午
か
ら
。
最
終
日
は
午

後
３
時
ま
で
。
月
曜
休
館
。
期
間

中
は
時
間
外
で
も
、
公
民
館
の
開

館
時
間
中
は
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▼
会
場

笠
懸
公
民
館

ふ
る
さ
と

ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
問
い
合
わ
せ

書
道
協
会
事
務
局

（
千
本
木
）
緯

５
８
４
３

(76)

群
馬
県
最
低
賃
金

▼
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

◎
地
域
別
最
低
賃
金

６
７
５
円

【
改
正
発
効
日
】

平
成

年

月

日

20

10

16

◎
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

製
鋼
・
鉄
素
形
材
製
造
業７

８
４
円

一
般
機
械
器
具
製
造
業
７
７
４
円

電
気
機
械
器
具
製
造
業
７
７
２
円

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業７

７
４
円

【
改
正
発
効
日
】

平
成

年

月

日

20

12

20

◎

歳
未
満
ま
た
は

歳
以
上
の

18

65

者
、
定
め
ら
れ
た
軽
易
な
業
務
に

従
事
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
適
用
か

ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

◎
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
に

は
、
臨
時
ま
た
は
１
カ
月
を
超
え

る
期
間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃

金
、
時
間
外
・
休
日
・
深
夜
労
働

の
割
増
賃
金
、
精
皆
勤
手
当
・
通

勤
手
当
お
よ
び
家
族
手
当
は
算
入

さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
精
神
ま
た
は
身
体
の
障
害
に
よ
り

著
し
く
労
働
能
力
の
低
い
者
な
ど

に
つ
い
て
は
、
使
用
者
が
労
働
局

長
の
許
可
を
受
け
る
と
き
は
、
労

働
能
力
そ
の
ほ
か
の
事
情
を
考
慮

し
て
減
額
し
た
額
に
よ
り
最
低
賃

金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

（
前
橋
市
大
渡
町
１
倆

倆
７
）

10

緯
０
２
７
（
２
１
０
）
５
０
０
５

ま
た
は
県
内
の
労
働
基
準
監
督
署

北
関
東
自
動
車
道
の
沿
線
県
、
市

町
村
と
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
が
協
力
し

て
、
「
北
関
東
ド
ラ
イ
ブ
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
市
内
の
施
設
を

始
め
、
北
関
東
自
動
車
道
沿
線
市
町

村
の
観
光
施
設
や
お
す
す
め
ド
ラ
イ

ブ
コ
ー
ス
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
配
布
場
所

高
速
道
路
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
・

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
、
群
馬
県
庁

お
よ
び
沿
線
市
町
村
役
場
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

ネ
ク
ス
コ
東
日

本
お
客
様
セ
ン
タ
ー

緯
０
５
７
０
（
０
２
４
）
０
２
４

第
８
回

笠
懸
書
道
協
会
展

吾妻公園洋ラン展

桐生市通信

このコーナーでは、桐生市との交流事業の一環

で、桐生市からのお知らせを掲載しています。

洋らん約300鉢を展示

します。期間中の土・日

曜日は、洋らん相談コー

ナーも開設しますので、

ぜひお越しください。

▼期間 １月31日(土)～２月８日(日)

▼時間 午前10時～午後４時

▼場所 吾妻公園温室およびイベント室

▼問い合わせ先 (財)桐生市施設管理協会

（緯(44)9317、火・水曜日は休み）

北
関
東
ド
ラ
イ
ブ

マ
ッ
プ

配
布
中
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待
っ
て
い
る
よ
お
父
さ
ん

大
間
々
南
小
学
校
５
年

長
澤
未
歩
さ
ん

昨
年
の
九
月
十
五
日
、
お
父
さ
ん

の
誕
生
日
、
と
い
う
よ
り
、
四
年
生

の
運
動
会
の
日
。
朝
五
時
頃
。
寝
て

い
て
、
ど
う
も
き
ゅ
う
く
つ
だ
な

あ
、
と
思
い
振
り
か
え
っ
て
見
る

と
、
横
に
お
父
さ
ん
の
大
き
な
体
。

え
っ
涯
な
ん
で
涯
わ
た
し
の
頭
の
中

は
？
マ
ー
ク
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。

お
父
さ
ん
は
、
私
が
二
年
生
の
四

月
か
ら
、
中
国
四
川
省
成
都
市
と
い

う
と
こ
ろ
へ
仕
事
で
行
っ
て
い
る
。

日
本
へ
帰
っ
て
く
る
の
は
、
二
月
頃

の
中
国
の
お
正
月
と
夏
休
み
に
一
週

間
ず
つ
。
五
月
の
連
休
は
、
家
族
四

人
で
旅
行
に
行
っ
て
い
る
。
だ
か
ら

私
の
運
動
会
は
一
年
の
時
は
見
て
く

れ
た
け
ど
、
二
年
生
、
三
年
生
の
と

き
は
い
な
く
て
さ
び
し
か
っ
た
。
昨

年
の
夏
休
み
に
帰
っ
て
き
た
時
、

「
今
度
日
本
へ
帰
る
の
は
、
来
年
の

二
月
だ
な
。
」
と
言
っ
て
い
た
し
、

運
動
会
を
見
る
た
め
に
帰
っ
て
き
て

く
れ
る
な
ん
て
考
え
も
し
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
、
横
に
寝
て
い
る
お
父

さ
ん
を
見
て
、
ビ
ッ
ク
リ
し
て
思

い
っ
き
り
目
が
さ
め
た
。
一
階
へ
降

り
て
行
く
と
、
お
母
さ
ん
が
お
弁
当

の
用
意
を
し
な
が
ら
ニ
コ
ニ
コ
し
て

い
た
。
き
っ
と
お
母
さ
ん
は
帰
っ
て

く
る
事
を
知
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と

思
っ
た
。
で
も
知
ら
な
か
っ
た
ら
し

い
。
私
が
寝
て
か
ら
電
話
が
あ
っ
て

ビ
ッ
ク
リ
し
た
み
た
い
。
お
母
さ
ん

が
、
「
サ
プ
ラ
イ
ズ
だ
よ
。
」
と

言
っ
た
。
お
父
さ
ん
っ
た
ら
、
だ
れ

に
も
言
わ
な
い
で
、
み
ん
な
を
お
ど

ろ
か
せ
た
か
っ
た
の
か
な
あ
。
お
父

さ
ん
の
住
ん
で
い
る
中
国
か
ら
、
家

ま
で
丸
一
日
か
か
る
。
そ
ん
な
に
時

間
が
か
か
る
の
に
、
私
の
運
動
会
の

た
め
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
お
父
さ

ん
。
ま
た
一
週
間
く
ら
い
い
ら
れ
る

の
か
と
思
っ
た
ら
、
仕
事
が
あ
る
か

ら
と
言
っ
て
次
の
日
の
朝
早
く
に
ま

た
中
国
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
、
お
父

さ
ん
。
お
つ
か
れ
さ
ま
。
そ
れ
か
ら

あ
り
が
と
う
。
大
好
き
で
す
。

お
父
さ
ん
が
日
本
に
帰
っ
て
く
る

時
、
桐
生
駅
に
迎
え
に
行
く
。
早
く

会
い
た
く
て
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ

し
ち
ゃ
う
。
で
も
中
国
へ
戻
る
時
は

送
ら
な
い
。
前
の
夜
に
、
お
父
さ
ん

は
「
じ
ゃ
あ
ね
、
み
ー
ち
ゃ
ん
」
っ

て
言
っ
て
、
寝
て
私
が
起
き
る
と
も

う
い
な
い
。
前
に
一
回
送
っ
て
行
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
、
す
ご
く

さ
び
し
く
な
っ
て
な
い
ち
ゃ
っ
た
か

ら
、
そ
ん
な
思
い
を
し
た
く
な
い
か

ら
、
送
っ
て
行
か
な
い
。
は
や
く
お

父
さ
ん
を
送
っ
て
い
か
な
く
て
も
よ

く
な
れ
ば
い
い
の
に
。

今
年
の
夏
休
み
は
、
京
都
・
奈
良

へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。
あ
ま
り

会
え
な
い
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
旅
行

す
る
。
日
本
に
い
る
一
週
間
は
、
い

ろ
い
ろ
と
い
そ
が
し
い
。
で
も
家
族

の
た
め
に
旅
行
に
行
っ
て
く
れ
る
。

あ
り
が
と
う
お
父
さ
ん
。

あ
り
が
と
う
お
父
さ
ん

笠
懸
東
小
学
校
６
年

岩
野

凌
さ
ん

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
農
家
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
春
か
ら
夏
は
ト

マ
ト
、
秋
か
ら
冬
は
ほ
う
れ
ん
草
と

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
作
っ
て
、
そ
れ
を

農
協
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。
一
年
で

一
番
い
そ
が
し
い
の
は
、
ト
マ
ト
の

時
期
で
す
。
手
入
れ
を
し
な
が
ら
の

ト
マ
ト
の
収
か
く
は
、
と
て
も
い
そ

が
し
く
て
大
変
な
仕
事
だ
と
お
父
さ

ん
は
言
い
ま
す
。
だ
か
ら
い
そ
が
し

い
日
は
、
朝
食
を
ハ
ウ
ス
で
食
べ
た

り
、
夜
も
お
そ
く
ま
で
仕
事
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
せ
だ
く
で
仕

事
を
し
て
い
る
姿
を
見
る
と
本
当
に

大
変
そ
う
で
す
。

ぼ
く
は
、
家
族
の
た
め
に
が
ん

ば
っ
て
く
れ
る
お
父
さ
ん
に
あ
り
が

と
う
の
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
な
る
べ
く

お
父
さ
ん
の
や
く
に
た
ち
た
い
と
思

い
学
校
が
休
み
の
日
に
は
、
ト
マ
ト

の
箱
お
り
の
手
伝
い
を
し
ま
す
。
お

父
さ
ん
は
、
ぼ
く
に

「
と
っ
て
も
助
か
る
よ
、
あ
り
が
と

う
。
」

と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
ぼ
く
は
、
そ

ん
な
お
父
さ
ん
の
喜
ん
で
く
れ
る
顔

を
見
る
と
、
も
っ
と
箱
お
り
の
手
伝

い
を
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。

お
父
さ
ん
の
作
る
ト
マ
ト
は
、
甘

く
て
お
い
し
い
で
す
。
よ
そ
の
人
も

ぼ
く
の
家
の
ト
マ
ト
が
一
番
お
い
し

い
と
ほ
め
て
く
れ
ま
す
。
ぼ
く
は
そ

の
時
、
心
の
中
で

「
お
父
さ
ん
が
作
る
ト
マ
ト
が
一
番

お
い
し
い
に
き
ま
っ
て
い
る
。
お
父

さ
ん
は
、
す
ご
い
ん
だ
ぞ
。
」

と
思
い
ま
す
。

ト
マ
ト
の
仕
事
が
終
わ
る
と
秋
か

ら
は
、
ほ
う
れ
ん
草
を
作
り
ま
す
。

ほ
う
れ
ん
草
の
時
も
ぼ
く
は
、
手
伝

い
を
し
ま
す
。
ほ
う
れ
ん
草
の
根
を

は
さ
み
で
切
っ
た
り
、
時
々
お
父
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
農
協
へ
出
荷
に
行

き
、
ほ
う
れ
ん
草
の
箱
を
ト
ラ
ッ
ク

か
ら
お
ろ
す
手
伝
い
を
し
ま
す
。
お

父
さ
ん
は
、
ぼ
く
に

「
手
伝
っ
て
く
れ
る
と
仕
事
が
ら
く

に
な
っ
て
、
と
て
も
助
か
る
よ
。
」

と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
ぼ
く
は
、
や

く
に
た
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
う
と
。

と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
、
農
業
の
仕
事
に
つ

い
て

「
新
せ
ん
で
安
全
な
野
菜
を
出
荷
し

な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
、
そ
れ
に

は
健
康
な
土
作
り
と
、
農
薬
の
安
全

性
が
と
て
も
大
切
な
ん
だ
よ
。
」

と
話
し
て
く
れ
ま
す
。
ぼ
く
は
、
農

業
な
ん
て
簡
単
な
仕
事
だ
と
思
っ
て

い
た
け
れ
ど
、
お
父
さ
ん
の
話
を
聞

い
て
、
農
業
の
む
ず
か
し
さ
や
努
力

が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
お
父
さ
ん
は
、
何
で
も
で

き
て
た
よ
り
に
な
る
大
き
な
存
在
で

す
。
ぼ
く
の
自
ま
ん
の
お
父
さ
ん
で
す
。

そ
ん
な
お
父
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か

ら
も
食
べ
て
く
れ
る
人
達
に
、
喜
ん

で
も
ら
え
る
新
せ
ん
で
安
全
な
野
菜

を
、
た
く
さ
ん
作
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
笠
懸
町
の
野
菜
が

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
達
に
食
べ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
有
名
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
そ
し
て
、
い
つ
ま
で
も

健
康
に
気
を
つ
け
て
ぼ
く
の
自
ま
ん

の
お
父
さ
ん
で
い
て
下
さ
い
。

父
の
日
作
文

父父
の
日
作

父
の
日
作
文文
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第２回みどり市健康福祉まつり

健康・福祉の大切さを知る
11月30日、笠懸公民館と笠懸野文化ホールで第２回

みどり市健康福祉まつりが開催されました。これは、

健康や福祉に関する正しい知識を身につけてもらうた

めに保健衛生関係団体や福祉関係団体が連携し、市民

への情報発信と交流の場を提供することを目的とした

もの。会場では、健康チェックや介護予防体操、歯科保

健指導、子育て・地域福祉についての講演会、アニメ映

画の上映会、もちつきなどのイベントのほか、竹馬体験

コーナー、模擬店、バザー、啓発活動などが行われ、家

族連れなど多くの人たちが訪れにぎわいました。

第３回みどり市合唱祭

市民手作りの合唱祭を開催
12月７日、笠懸野文化ホールで第３回みどり市合唱

祭が行われ、市内の14団体（校）が参加し、日ごろの練

習の成果を発揮し自慢の歌声を披露しました。

【参加団体（校）】

渡良瀬養護学校、みどりコーラス、東雲コーラス、
し の の め

コールあじさい、フリージア＆わかば、れもんば～

む、シャイニングコーラス、笠懸野合唱団、コー

ル・コスモス、混声合唱Ｔ.Ａ.Ｏ、笠南中合唱団、

ゴスペルかさかけ、笠懸中学校３年４組、笠懸南中

学校３年Ｃ組
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故岩﨑宗三氏に叙勲伝達

地方自治に功績残す

今後もご協力ください

あたたかい寄附に感謝状を贈呈

児童のために役立てます

景能公の功績をしのぶ

岡上景能公顕彰祭

森山さん誕生日を迎え

笑顔で元気に100歳

昨年８月に逝去した岩﨑

宗三氏が、旭日単光章の叙

勲を受けられ、石原市長か

らご遺族の方に伝達されま

した。岩﨑氏は、昭和34年

から３期12年にわたり村議

会議員として在職し旧笠懸

村の発展に貢献しました。

読売新聞「愛のあかぎ基

金」、群馬東部読売会より健

全なる子育て支援に役立てて

ほしいと絵本、ログテーブル

など（602,503円相当）を寄

附いただきました。これらは

公立の保育園、幼稚園に贈ら

れ使用されます。

大間々町桐原の森山フジさ

んが100歳を迎え、市長、市議

会議長や社会福祉協議会長が

慶祝訪問に伺いました。森山

さんは、笑顔のとても素敵な

おばあちゃんで、食事も好き嫌

いなくここ10年近く風邪もひか

ずに元気に過ごしています。

県と市の両方で抽選のチャン

スがある「マイバッグＷキャン

ペーン」の、市の抽選会が行わ

れました。当選者の発表は、賞

品の発送をもって替えさせてい

ただきます。キャンペーンには

3,997枚の応募があり、多くの

人にご協力いただきました。

マイバッグＷキャンペーン抽選会

イルミネーションを点灯

各駅を鮮やかに彩る
第５回わたらせ渓谷鐵道各駅イルミネーションが12

月７日から点灯を開始し、沿線の15駅（前回より３駅

増）がさまざまな形や色の光で彩られ、訪れた人たち

の目を楽しませています。

【イルミネーションの旅】

わたらせ渓谷鐵道では、点灯期間中（２月15日まで）

の土・日曜日、祝日に企画列車を運行しています。

旅行代金 大人：2,500円（往復運賃・弁当・茶付き）、子ど

も：2,000円（往復運賃・弁当・ジュース・プレゼント）

問い合わせ先 わたらせ渓谷鐵道珂緯(73)2110

12月３日は、岡登用水を作った岡上景能公の命日で

あり、岩宿博物館駐車場付近の景能公の銅像前で顕彰

祭が行われました。この顕彰祭は平成６年に銅像が完

成して以降、偉業に感謝しようと岡上景能公顕彰会が

毎年この日に行っているもので、約90人の参加者が同

公の功績をしのびました。式典では、藤生英喜会長のあ

いさつの後、心彰流笠懸吟詠会の皆さんによる献詠のほ

か、同会幹事の国井洋子さん（元笠懸村史編さん室）か

らの「景能公を偲ぶ」と題した講演、参加者全員による
し の

献花が行われました。
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（
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年
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）
俯
盛
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っ
た
江
戸
時
代
の
文
芸
活
動
俯
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俳
句
は
、
江
戸
時
代
か
ら
人
々
が
手
軽
に
楽
し
め

る
文
芸
で
あ
り
、
正
確
な
統
計
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

俳
句
人
口
は
少
な
く
見
積
も
っ
て
１
０
０
万
人
、
最

大
１
，
０
０
０
万
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
※
１
）
。

ま
た
、
現
在
の
俳
句
人
口
の
中
心
は

代
以
上
の

50

女
性
と
定
年
後
の
男
性
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
パ
ソ

コ
ン
や
携
帯
電
話
に
よ
る
ネ
ッ
ト
俳
句
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
世
代
の
人
々
が
俳
句
に
参
加
で
き
る
場
も
増

え
て
い
る
よ
う
で
す
。

笠
懸
町
西
鹿
田
の
金
山
神
社
に
あ
る
俳
額
は
、
天

保

（
１
８
４
３
）
年
の
も
の
で
、
縦

唖
、
横
２

14

90

ｍ

唖
の
大
き
さ
が
あ
り
ま
す
。
俳
額
の
冒
頭
に
は

30
樹
下
に
憩
う
宗
匠
風
の
人
物
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
後

段
に
は

人
の
句
と
判
者
４
人
の
４
句
の
合
計

句

95

99

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
句
に

は
判
者
か
ら
の
評
点
も
付
け
ら

れ
、
こ
の
俳
額
の
性
格
が
何
ら

か
の
催
事
を
記
念
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

天
保

年
は
松
尾
芭
蕉
の
１

14

５
０
年
忌
に
あ
た
り
、
こ
の
催

事
は
そ
れ
を
記
念
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
、
冒
頭
の
宗
匠
風
の

人
物
の
肖
像
は
芭
蕉
で
あ
り
、

主
催
者
の
１
人
で
あ
り
南
画
家
で
も
あ
っ
た
西
鹿
田

村
の
高
橋
梅
岳
の
手
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
と

い
い
ま
す
。
俳
額
を
神
社
や
寺
に
奉
納
す
る
こ
と
は

よ
く
あ
る
こ
と
で
す
が
、
冒
頭
部
分
に
絵
画
が
描
か

れ
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
の
句
に
は
作
者
の
住
所
が
あ
り
、
足
利
・
桐

95
生
・
藪
塚
・
境
と
い
っ
た
広
範
な
地
名
か
ら
、
地
元

は
も
と
よ
り
両
毛
地
区
の
多
く
の
俳
人
が
こ
の
句
会

に
集
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

収
録
さ
れ
た
句
に
は
、
初
学
者
の
手
に
よ
る
も
の

や
川
柳
風
の
も
の
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
西
鹿
田

村
の
人
々
の
作
と
推
定
さ
れ
る
句
は
、
作
風
も
点
数

に
関
係
な
く
芭
蕉
の
境
地
に
迫
ろ
う
と
す
る
意
気
込

み
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
こ

の
俳
額
か
ら
は
地
元
西
鹿
田
村
の
人
々
の
芸
術
活
動

や
、
他
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
歴
史
資
料
と
し
て
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
俳
額
は
、
市
の
指
定
重
要
文
化
財
に
な
っ
た

こ
ろ
に
は
、
文
字
の
読
み
取
り
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
現
在
は
岩
宿
博
物
館
の
収
蔵
庫
に
保
管
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
句
会
で
詠
ま
れ
た
俳
句
の
う
ち
高
得
点
だ
っ

た
も
の
と
判
者
の

作
品
を
い
く
つ
か

紹
介
し
ま
す
。
な

お
、
当
て
字
や
旧

仮
名
づ
か
い
を
現

代
仮
名
づ
か
い
に

改
め
て
い
ま
す
。

醒
め
際
の
渋
い

目
や
た
ら
跡
引
き

茶

／

干

し

稲

に
神
も
花
も
か
肩

を

貸

し

／

乳

母
の
添
う
拍
手
と

■

神

心

／

抱

き
癖
を
附
け
る
も

見
舞
う
里
の
母

／

む
ら
祭
り
あ

ち
こ
ち
神
子
も
渡
り
鳥

（
※
１
）
「
俳
壇
」
２
０
０
２
年
９
月
号
・
特
集
「
俳

句
人
口
の
今
後
を
予
測
す
る
」
に
よ
る

●
問
い
合
わ
せ
先

文
化
財
課
文
化
財
係
緯

１
９
３
３

(76)

金山神社

俳句
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休 日 当 番 医

（53）7711外内相生町５高木病院

１/18(日)
（77）1100内児笠懸町寺田内科小児科医院

（45）3711内消循錦町１矢部クリニック

（72）1655内大間々町稲葉医院

（20）3055内外児循川内町３藤井クリニック

１/25(日)
（73）2605児大間々町希望の家療育病院

（22）7777内本町４藤江醫院

（70）7610内消呼循児笠懸町松井内科医院

（73）2211外内児整大間々町恵愛堂病院

２/１(日)
（52）6608内児循相生町２小暮医院

（54）8171内広沢町１仲町診療所

（45）2242眼本町６川島眼科医院

（72）1230内児大間々町斎藤医院

２/８(日) （20）8080内児循消境野町６いずみ内科

（22）3387耳鼻本町４大前医院

（44）3060内外本町５矢島医院

２/11(水)
（73）5811内児大間々町須永医院

（54）4153産婦内循広沢町６山口病院

（54）1517耳鼻相生町２耳鼻咽喉科設楽医院

（46）3741新宿１鈴木接骨院
１/18(日)

（77）2112笠懸町くぼづか接骨院

（43）6571本町３かしわせ接骨院
１/25(日)

（65）5125川内町４ふえき接骨院

（46）2929境野町２深澤接骨院
２/１(日)

（54）3218相生町２北沢接骨院

（22）4667宮前町１武藤接骨院
２/８(日)

（52）6336広沢町１中里接骨院

（52）0846広沢町５高橋接骨院
２/11(水)

（73）2310大間々町北沢接骨院

※休日当番医・接骨院は、都合により変更する場合もあります。
確認してお出かけください。

休日当番接骨院

毅桐生市歯科医師会館（桐生市堤町3-3-2）

時間 午前10時～午後３時 緯（45）1397

毅太田新田歯科医師会館（太田市新井町516-8）

時間 午前９時～午後１時 緯0276（45）7320

休日歯科診療所

２月２日が納期限です。忘れずに納付しましょう。

今月の納税

国民健康保険税׉第７期

桐生保健福祉事務所の相談
会場 桐生保健福祉事務所［桐生市

相生町］緯(53)4131

《子育てこころの相談》

期日 毎月第１火曜日

時間 午後１時～４時

《精神保健福祉相談》

期日 毎月第２金曜日

時間 午前10時～正午（要予約）

社会福祉協議会の相談
《心配ごと相談》

【笠懸本所 緯(76)4111】

期日 １月26日俄・★２月５日牙

時間 午前９時～午後３時

会場 笠懸老人憩の家

【大間々支所 緯(72)4054】

期日 １月15日牙・２月16日俄

時間 午後１時～３時

会場 厚生会館

【東支所 緯(97)2828】

期日 ★１月13日峨・２月10日峨

時間 午前10時～正午

会場 高齢者生活福祉センター

※★印の日は、弁護士相談（午後１時

～３時：要予約）も行います。

《高齢者相談》

【笠懸本所 緯(76)4111】

期日 毎月第３水曜日

時間 午前10時30分～正午

会場 笠懸老人憩の家

無料人権相談

期日 毎週木曜日（休日除く）

時間 午後１時～４時

会場 前橋地方法務局桐生支局

緯(44)3526

相談員 人権擁護委員

料無 相 談
桐生市の法律相談（弁護士相談）
【市民相談室（桐生市役所２階）】

期日 １月22日・29日牙、２月５日・

12日牙

時間 午前10時～正午（１月29日、

２月５日は午後１時～３時を追加）

会場 桐生市役所市民相談室

［緯(46)1111（内線355）］

定員 １日あたり７人（１月29日、

２月５日は14人）

予約 相談を希望する週の月曜日の

午前９時から、専用電話緯(22)2424

で先着順に受け付けます。

消費者相談
期日 毎週月～金曜日（祝日・年末

年始を除く）

時間 午前９時～正午

午後１時～４時

会場 消費生活センター（大間々庁

舎２階［緯(76)0987］）

※来所の際は、事前にご連絡くださ

い。

行政相談・人権相談
《行政相談・人権相談》

期日 １月９日画・２月６日画

時間 午前10時～午後３時

会場 厚生会館１階［問い合わせは、

大間々民生課緯(76)1846へ］

相談員 人権擁護・行政相談委員

《行政相談》

期日 １月９日画・２月10日峨

時間 午前10時～正午

会場 東庁舎３階［緯(76)0984］

相談員 行政相談委員

子どもたちに関する教育相談

期日 毎週月～金曜日

時間 午前９時～正午

午後１時～５時

会場 教育研究所電話教育相談室

緯(73)1110

※来所相談の場合もまずはお電話で

（保護者向け）
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完熟ミニトマトだけを使用したぜい

たくなミニトマトジュースです。１本

（720ml）には、約１kgのミニトマト

が入っております。リコピンたっぷり

で、味はもちろん、健康にも美容にも

お勧めのジュースです。

【１本(720ml)】 1,250円

あざみ農園

〈笠懸町西鹿田431 緯(32)5670

http://www.azami-farm.com/〉

※商品のお求めは、店頭、およびイン

ターネット販売となります。

原材料のミンクは飼育から行ったも

のです。“えりまき”はすべて手作業

で制作し品質には絶対の自信がありま

す。アフターサービスも万全です。

【30cm～】 18,000円～280,000円

わたらせミンク毛販

〈大間々町桐原1567-2 緯(73)0947

http://w-mink.jp/〉

※商品のお求めは、わたらせミンク毛

販店頭でどうぞ。

手造り田舎まんじゅう ミニトマトジュースPure サファイアミンク

～～みどり市ブラン～みどり市ブランドド認証商品の紹介⑪認証商品の紹介⑪～～

昔なつかしい「田舎まんじゅう」で

す。原材料にこだわり、昔ながらの作

り方で「まごころ」を込めて、ひとつ

ひとつ手造りで仕上げています。甘さ

ひかえめの粒あんがたっぷり詰まった

「田舎まんじゅう」をぜひ、一度ご賞

味ください。

【１個】 105円

わさび屋

〈大間々町小平368-6 緯(73)1880〉

※商品のお求めは、小平の里、水沼駅

温泉センター、市内近隣スーパーなど

でどうぞ。
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笠懸野文化ホール〔PAL〕開館15周年記念
ＮＨＫ「ＢＳ日本のうた」公開録画

●主 催 ＮＨＫ前橋放送局・みどり市

●開催日時 ２月12日（木） 開場午後６時／開演午後６時40分／

終演予定午後８時30分

●出演予定

北島三郎 川中 美幸 山本 譲二 藤 あや子

※観覧をご希望の人は、本紙20ページの応募要領をご覧になり、往復はがきでお申し込みください。

キム・ヨンジャ、清水博正、神野美伽、野中彩央里、水森かおりほか（50音順）


